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中 学の技術・家庭科で習得すべき工業分野の基礎知識

を ， 多 数の図版と写真を駆使してやさしく解説した。
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すべての製作の関門となる製

図から，時代の先端をゆく電

子計算機の複雑さにいたるま

で，広く工業技術のＪ１§礎を説

き明かして，日常家庭生活か

ら，中学での学習にも役立つ

ように，が真・図版を多数挿

入して，やさしく解説した。

読んですぐ製作実技にとりか

かれる多数の製作例をあげな

がら，実際的知識がえられる

待望の入門技術全集／

回製図技術入門丸田良平著

回木工技術入門山岡利厚著

回手工具技術入門金工Ｉ村田昭治著

回工作機械技術入門金工Ⅱ北村碩男著

回家庭工作 技 術 入 門 佐 藤 禎 一 著

回家庭機械 技 術 入 門 小 池 一 清 著

回自動車技術入門北沢競著
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、ラジオ技術入門稲田茂著

回テレビ技術入門小林正明著
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２年生の機械学習プリント

－ 教 科 害 の 自 主編集（１）－

渚小油
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その１つの方法として，連盟研究部では，「教

科書の自主編集」の研究を考えている。これは４２

年度の静岡大会のあと具体的に検討され、研究活

動方針に盛り込まれるようになったものである。

男女共学の問題をはじめ，各種の自主的．創意

的授業実践をおし進める場合，現在の文部省検定

教科書では，部分的にしか役立たなかったり，あ

るいは，全く役に立たないことさえおきてくる。

そうなると，教師は学習指導のために，各種学習

プリント作りに取り組まざるを得なくなる。現に

多くの仲間は，よりたしかな授業実践をめざし

て，学習プリント作りの努力を続けてきた。今年

の広島大会には，そうしたプリントが数多く持ち

込まれたのは大きな特色であった。しかし，こう

した研究にもってゆく以前の段階の諸問題に参会

者の討論が多く向けられ，各分科会とも全体的に

は，十分な検討までもってゆけなかったといえ

る。

全国大会でこうした研究の問題提起が具体的に

なされたのは，今年がはじめてである。「教科書

の自主編集」などというと，たいへんなことをは

じめたものだと思われる人もいることであろう。

しかしそれほどむずかしく大がかりなことを考え

ているものではない。その気にさえなれば，誰で

も取り組むことのできることを考えているのであ

る。

１教科書の自主編集とはなにか

現在の技術・家庭科は，昭和33年に誕生した。

今年で11年になる。この間産教連のわたくしたち

は，日々の援業実践やグループ活動により，多く

の理論的研究および実践研究を進めてきた。

研究活動の中心をなしてきたものは，①教科の

使命をどのようにおさえるか。②教科の基本構成

をどのようにおさえるか。③子どもたちに与える

具体的教育内容として，どのようなことがらを盛

り込むか。④子どもたちが授業の中で、技術的諸

能力を高める順次性や認識過程に目を向け，学習

指導法や学習内容をどのように改めてゆくことが

必要か。などの研究に取り組んできた。

それらの研究の成果や実践報告は，毎月の本誌

上や全国大会，連盟ニュース，連盟編の各種書籍

で発表してきた。なかでも「技術・家庭科の創

造」と「技術・家庭科の指導計画」の２つは，産

教連が全国の仲間とともに積み上げてきた研究の

成果を最近の時点で集約したものである。

わたくしたち連盟の仲間は，それらの研究成果

に満足しているものではない。今まで追求されて

きた教科理論や創意的授業実践の成果や集約は，

今後さらに授業実践のなかで，新しい角度から一

段ときびしく確めなおし，整理し，たしかな学科・

』性と系統性をもったものに高める努力を続けなけ

ればならない。
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どのような学習において，どのようなねらいの

-もとにどのような表現や内容のプリントを作り，

どのような指導方法をとったかを具体的に出し合

い，これをみんなで検討してゆきたい。学習の順

次'性，内容構成，展開方式指導方法などをきめ細

かに検討し合う。その結果をもとに「学習プリン

ト」の修正や加筆，指導法の改善をはかる。そう

した努力をとおして，この教科を学ぶ全国の子ど

もたちに真に役立つことが認められる「学習プリ

ント」にまとめあげてゆきたい。これがわたくし

,たちの考える「教科書の自主編集」である。

今まで進めてきた研究の成果を，ある特別個人

･やグループのものにとどめたり，１部の人だけの

名人芸的なものに終らせないためにも，全国的組

蝋織的検討により全国の仲間の共通の財産にするこ

とができる普遍‘性のあるものに高めてゆきたい。

今まで本誌において一般においておこなわれてき

た実践報告や研究発表の方式だけでは，限界があ

り，その学習が具体的にどのように取り上げ，展

:開されてゆくかが，第３者にうまくくみとられて

いかない面がでてくる。これを，子どもたちに与

える「学習プリント」の形で示されることによ

り，具体的実践の姿が明確になる。

今日の検定教科書は，その内容や椛成をみると

き，かならずしも，子どもたちの能力を高める順

次性や認識の深まりの過程をふまえたものになっ

ていない。そのため教科書どおり教えてみても，

子どもたちにねらいとする本当の能力を育てるこ

とができないという結果がおきてくる。

各人が考える授業実践を「学習プリント」の形

で示すことによって，自分自身が教えようとする

内容や学習の過程を明確におさえることができる

ようになる。それにより実践上の無駄を取り除い

たり，効果的指導を進めることがより可能になる

であろう。

頭の中で練ったものをすぐ実践に移す場合と違

って，頭の中で練ったものを「学習プリント」と

いう文字化されたものに事前に用意することは，

たしかにたいへんな作業である。あすの指導のた

めにこんなプリントを用意しよう。今学期はこの

指導についてこんなプリントを,作ってみような

ど。部分的取り組みであってもよいから「学習プ

リント」（自主編集教科･書）の．作成の努力を試み

ることは，教師および子どもたちの双方にとって

きわめて意義のある重要な研究といえる。

連盟編集部では，そうした「学習プリント」を

毎月本誌上に掲載し，みなさんとともに検討を進

めたいと考えている。今までの実践で用いられた

プリントや，今までの実践をもとに作成されたプ

リントなどをどしどし誌上提起されることを願っ

ている。

２自主編集教科書の１例（２年の機械学習プ

リント）

学習ﾌﾟリント（自主編集教科書）の誌上発表の

トップバッタをつとめにことになってしまった。

「自転車学習」から脱皮しようという主張は，だ

いぶ以前からなされてきたことである。これは自

転車を扱う学習がいけないということではなく，

自転車だけにかじりついた学習から脱皮しようと

いうことであった。しかし現実には，指導要領の

ワクや教科譜に責任があって，「自転車学習」が

安易になされてきたといえる。

「自転車学習」から脱皮した実践においては，

教科書はほとんど使いものにならなくなってしま

う。今までは必要に応じたプリント作り程度しか

できなかったが，今年は学習展開上，教科･書に代

わるものとしてl~機械学習プリント」を作って学

習を進めている。

事前に全部にわたるう。リントを作ることは困難

であるので，学習の進行にあわせて作っている。

ここではすでにできあがっているものを紹介し，

３
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＜機械学習プリント＞

§１．道具から機械への発達

１道具のはじまりと発達

｡君たちは，背中がかゆいとき，どうするだろうか？ ……信|雪三蕊
①原始時代の初期の人間は－なにか目的の,仕事をなし

とげようとするとき，自分の手・口・足などを直

接‘使っておこなうよりほかに方法を知らなかっ

た。

②その後人間は一石・木の枝・骨など自然界に落ち

'4'くわからすきに発進(奴隷がこれを便わきｵLた）

一溝騨’
なにか自分の身近
にあるものを使っ
てかく

|手でかく'一でかく

(嚇使）（棚患淫さ）（孫の手）
。なにか物を使って仕事をする－震これが道具を考えた

り〆作り出すはじまりになる。
Ｐ．

紀元前６世紀のギリシヤのかじゃ

(花びんに残きれていた絵の一部）

<逆典のはじまりと発達〉参考盗科図111

(1)滴で作った道具の発達

①圃然のままの
⑥金脇(銅製)のおの

(liiif皇暑

fぞ百二=＝

戸

、、

①自然のままのおも苓種②一部を打ちかいてす為③手に持ちやす

の労働に役立てられたどくした万の刃物したにぎりお

（紀元前70万年～４万年）（凹然石を加工して使うようになった）

(2)樺から「くわ｣｢すき」への発進

、「

し た に ぎ り お釣
④石おの(柄をつけたことおよび

そのつけ方に注意）
⑤石のかま

棒も地面を棚

る道具として

大いに役立て

られた

『＝暦
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参考に供したい。（広島大会で発表したものを，付記しておく｡）
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<道具から機械への発達〉参考資料図(2)

(1)火をつくる手段の発達
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①液

料図(1)をもとに考えてみよう｡）

２道具から機械への移り変わり

道具は，州互に運動しあうようなしかけをもった労伽

用具ではないことが，今までの学習からわかるでしょ

う。

道具を匝接手で動かして労働することを長い間続けて

いるうちに，人間は道具をしかけで動かすことを考える

ように進歩してきた。これが機械というものを人間が考

えるようになったはじまりである。

（課題５）

初期の人間は，どんな、的のために，どのようなしか

けや手段（方法）を考えだしたか，参考資料図(2)をもと

に調べてみよう。

（課題４）

穴あけ手段について，原始的な段階から今日に至るま

での様子を示したものが，参考資料図(3)である。

(1)①から⑦までの１つ１つの移り変わりの段階には，

技術土どのような発達の意義があるか。実際にそれぞ

れの段階のものを使いながら考えてみよう。

(2)⑦のつぎには，どのようなしかけをもったボール雛

が考えられるだろうか。

※人間は，同じ労働（作業・仕事）をなん回となく繰

り返しているなかで，たえず目的をより効果的になし

とげるための手段（方法）を考え続けてきた。

Ｆ凸

M山

〔穴あけ手段の移り変わり〕一道典から機械への一例一参考盗料図(3)
一

』

｡:iｑ 《
』＝＞

④くりこぎり②滴のきり ③金屈狸のきり

ているものを拾って，これを仕事に使うようにな

った。（道具を考えることのはじまり）

．〔例〕棒で実をたたき落す。布を使ってものを

たたくなどは，今の人間でもおこなってい

る。

③さらに進歩すると－自然界にあるものを拾ってその

ままの形で使うのではなく，使いよい形に作り変

えて，仕事に用いるようになった。（これは道具

．作りのはじまりであり，同時に加工のはじまりで

もある｡）

④その後今日まで－われわれの先人の努力が続けら

れ，各種の材料研究や加工法の進歩発達などによ

り，いろいろな道具が作られ，用いられるように

なってきた。

（課題１）画びょうを抜き取ることを例にして，今ま

での学習を考えてみよう。

(1)画びょうがかたくて取りにくいとき，君たちはどん

な方法で取るだろうか。

(2)画びょうを取ることが毎日の仕事であるとしたら君

たちはどんな道具を請えだすだろうか。

(課題２）

われわれの先人は，どんな労働（作業・仕事うのため

に，初期において，どのような労働用具（道具）を考

えだし，どのように発達させたであろうか。（参考費

Ｉ

、

亡二〉 ＝＞＝〉 匡二＞？

／

⑥砿気ドリル ⑦ポール盤⑤ハンドドリル

６
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※労仙のｐ的を効果的になしとげるための手段を考え

ることが「技術」を考える上で蛾もたいせつな点であ

る。したがって労働目的を達成するための手段を研究

することが「技術を研究」することであり，手段の進

歩が「技術の発達や進歩である」と理解してよい。

（課題５）

今まで道具のはじまりや，機械への発達の概要を学ん

できた。それらは自然に進歩・発達してきたものではな

いはずである。それぞれの時代や社会において，技術的

進歩・発達をうながすもとになるものとして，どのよう

７
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※⑤は別の図に出てきます。※⑤は別の図に出てきます。
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'111、

鍋長さ５ｍｍ

なことがらを考えることができるだろうか。

３機械と人間の生活や社会との関係，

機械は工場だけでなく，家庭，学校，商店，事務所な

どで広く用いられている。これからは人間の労働が各種

の部門にわたり，ますます機械化されようとしている時

代であることは，君たちもよく知っているとおりであ

る｡

（課題６）

君たちのおとうさんやおかあさんが子どものころには

簡単な道具でおこなっていた仕事が，今日機械化されて

〃"，
ZＥZＥ
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⑮⑮
両
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〔機椛模型図リ
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いるものにどのようなもの

があるか，考えてみよう。

（課題７）

機械は，どのような価値

をもっているから広く用い

られたり，ますます労働の

;機械化が押し進められよう

としているのだろうか。

（課題８）

機械の普及や発達によっ

て，人間が不幸になったり，

社会問題がおきたりする例

がたくさんある。君たちは，

具体的にどんな例をあげる

ことができるだろうか。

§２．運動を伝えたり運

動のしかたを変える機

械のしくみ(機榊学習）

道具をしかけで動かすこ

とを考えるようになったこ

とが機械のはじまりである

ことを§ユで学んできた。

のこぎり，げんのう，は

さみ，ほうちようなどを手
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コネクタ⑫を作る。（スライダ⑪のくぎに巻きつけて作

る｡)伽連接棒の一端を曲げ，クランク軸に取り付ける。

、)スライダ⑪，支柱③，コネクタ⑫を組み立て，連接棒

､の先端を曲げて，コネクタと結ぶ。クランク軸を回転し

て，支柱③の固定‘位腫を決めてから，木ねじで③を台に

固定する。（12)カムの従節用のくぎを支柱②に通し，位腫

決めをしてから②を台に固定する。（くぎの頭部および

首の部分のギザギザはヤスリでなめらかに仕上げておく

こと）⑬てこ⑦の先端の２ｍｍ幅をペンチで90.に曲げ

てから，支柱⑥と，てこ⑦をピン⑬で結合し，カム⑧部

との位置関係をたしかめ，支柱⑥を台に固定する。

以上各部の組み立てが終ったら，クランク軸をゆっく

り回転させながら，運動上異常なところがないかたしか・

める。異常がある場合は，その原因を考え，なめらかな

運動ができるように修正する。

以上は，２年生の機械学習指導における自主編集教科・

醤（学習プリント）の最初の部分を紹介したものであ

る。

指導のねらいや指導の実際などについては，紙数の都，

合で，次号で述べることにしたい。

（東京都八王子市立雛二中学校）

塵

糖鋲

で使うとき，それぞれの道具は，どんな運動のくりかえ

しであろうか？その動きをしかけでおこなわせようと

したら，どんなしかけを考えたらよいだろうか？

こうしたことを考えることが，機械を考えることのは

じまりになります。

１機構模型の製作

機械で，一定の運動をくりかえす「しかけ」のことを

匠遜|といいますｂ

ここではいろいろな運動をつくりだす機械のしかけ

（機構）を学習するために，ｐ､７の図に示すような機榊

模型を実際に作って，たしかめてみよう。

〔部品の製作と組み立て〕

つぎの順序で部品を作り，組み立てる。

(1)針金でクランク軸を作る。(2)トタン板に部品の展開図

をけがく。(3)部品番号⑧のカムを切断し，外周をヤスリ

で仕上げる。(4)カムに穴あけをし，⑨のクランク軸にハ

ンダ付けする。(5)①～⑦の各部品を切断し，各部に定め

られた寸法の穴あけをする。(6)各部品を折り曲げ，所定

の形に仕上げる。（切り口がきたない部分はヤスリで仕

上げる｡)(7)台⑤を作る。(8)ストッパ⑭を作り，軸受け①

をクランク軸⑨に組み合わせてから，台⑮上にのせ，取

り付け’位侭を決めて，木ねじで台に固定する。(9)針金で

教育機器研究指定枝の発足

本誌８月号の「情報」欄でとりあげたように，文部省

は「生徒の能力･適性に合った、個別指導、を推進する」

ため，４４年度から，教育機器をとりいれた指導法を研究

するための指定校をきめた。その数は全国で22校，１校

あたりの教育機器への予算は，わずかに100万円である。

したがって，各学校に入れられた教育機器も，集団反応

分析機が主体となっていて，それをとりいれた学校が２０

校，ビデオ・テープレコーダをとりいれた学校が６校で

ある。ほかに，オーバーヘッド・プロジェクタやカーセ

ット式テープレコーダなどが数佼に入れられている。こ

れらの機器のなかで，比較的金額の商い（50万円以上）

集団反応分析機とビデオについていえば，前者では，日

立製作所と島津製作所がそれぞれ５台ずつ売りこみ，日

本樋気と学研が３台，東芝・内田洋行が２台，松下が１

台を売りこんでいる。ビデオについては，ソニー・東芝

１０

・松下・サンヨーが売りこみに成功している。この売り

こみ合戦には，１０社ほどが名のりをあげていて，激烈な・

競争を展開していたが，以上のような結果になった。

こうした教育機器による研究内容について，文部省は

研究指定校に教育機器を用いての指導プログラムの作成‘

を求めている。しかも，そのための研究組織も，研究饗

も，指定校の「自主性」にまかせている。これまで，集

団反応分析w機やビデオなどの教育機器をとりいれて実践

した経験からいっても，指導プログラム作成には，確固

たる研究組織と，それを運営するための多額の研究饗を

必要とする。いつもの文教政策ながら，わずか100万円

に相当する教育機器だけをあてがって,.他は学校で「自

主的」にという無計画さからは，この研究指定校の研究

に大した期待はできないだろう。もし総額100万円×２２

＝2200万円の金を支出するならば，１校1000万円ぐらい

を配当して２～３校を指定して，本格的な研究をすべき

だろう。（Ｍ・Ｓ）
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一
』
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－切削と曲げを中心として－

近 藤義美

神経網

(中枢神維系）

計画し，測定し，確かめる過程での認識の高まりが中心

になると考える。これは特定の技術的課題における合理

的な法則性の把握である。目的達成の実現がどの程度な

されるかは，合目的的な手段が客観的に存在し得るか否

かに依存する。したがって，目的の設定は手段を常に予

想していなければならない。また，手段は，その使用に

よって，どの点で有効であるか，どのように効率的に使

用できるか，再検討していくことが重要となる。これを

行為の主体者の視点で考えると，行動と手段の有効性を

因果関係として認織し，効果的な行動を予測し，行動を

効果的に改善することが可能になるようにすることであ

る。

人間の感覚，行動のメカニズムは図lのようになる。

したがって，行動は外界，感覚器官，中枢神経系，行

動器官の経路を基本回路として，ここで完成した行動様

式が練習によって，行動がよりなめらかになるととも

１教科のねらい

この教科の具体的展開を実践するとき，その立場を明

確にすることが重要であると考えている。そこで私は技

術の考え方から簡単に述べて，具体的展開を明らかにし

たいと思う。

技術は田辺氏が述べるように，「思考と行動との分化

が完成し，目的だけではなく，その目的を達成するため

の手段の霧観的内容までも明確に意識されたものであ

る｡｣と把握し，一定の目的に対して，どのような対象と

手段を用い，どのようにすればより有効に達成できるか

を因果関係として，これらが統一され，操作の一定方式

として溶観化されていることである。したがって，理論

的な思考によって，その方式を改善することができる。

技術教育においては，生産に関する行為が一定の目的

に対して，どのような対象と手段を川い，どのようにす

ればより有効に達成できるか，その間果関係を予測し，

操作鼓

行動器管

(効果器）

雨Ｌ

応答(行動）
ー

フィードバック堂

情報(刺激）
感覚器管

(受容器）

労
働
手
段
・
対
象
（
外
界
）

実験と思考学習をたいせつにした

加工学習

人

１１

図１人間の感覚・行動のメカニズム

雪

Ｖ蝿《
〃
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展開されることである。この認識過程は生産目的が具体

的であり，材料，労仙手段，行動の制御パターンが明確

なものが適する。これを閑にまとめると図２のようにな

る。

材料の技術的性質（そ性，強さ，組織など）の差異に

よって同じ目的であっても，使用する工具・樹戒や行動

の制御パクーンが変わらなければならない。また，材料

の技術的性質や目的が同一であっても，使用する工具・

機械の違いによって行動の制御パターンが変わらなけれ

ばならない。このように，目的，材料，労働手段，行動

の制御パターンの４つの相互関係が因果関係として，具

体的に展開しやすいのは加工教材である。また，これは

技術史的にも，労仙手段の発達が，生産の能率化，多様

化，労働（行動）の質的変化をもたらしたことを認識す

ることも可能になる。この認識がなされて，機械や電気

:機器が生産に果す役割と技術向上の要因としての重要性

が確かなものとなる。この認識のもとに，より有効に目

的を達成する機能を実現する構造と機織および回路を追

求してのみ，技術学習としての機械や電気機器の学習の

価値が生じる。

Ｆ』

２教科教材の基本構造

教材が含むべきもつとも重要な'性質は生産に閲する行

為が一定の目的に対して，どのような材料や工具，機械

を使用し，どのようにすればより有効に達成できるか，

それらの相互関係をなるべく因果関係として把握できる

ような形態に整理されていることである。学習はこの因

果関係を予測し，計画し，測定し，確かめる認識過程が

３加工学習計画

前述のような立場より，１年生の加工学習において，

技術的思考を深めるための資材を得るため，実験学習を

,憐進物

計画的に組織し，

思考する時間を確

保する必要が生じ

る。

その思考は集団

思考を組織する必

要がある。時間を

確保するためと材

料の技術的性質の

差異のあるものを

比較しながら学習

を展開するため

に，題材として，

状差しと鈴築立て

を側阪（亜鉛引き

薄軟鋼板を材料と

した｡)とした本立

てを考えた。作品

例と図面を写真１

(ａ)，（ｂ）として

消溌過程

一

一
》
へ

》
》
へ

診〆》
／
／一

一

（
生
産
目
的
）

に，外界，感覚器官，行動器官の回路になり，行動が敏

速になる。行動様式の変化は行動の基本回路において，

中枢神経系を中心とした神経網の改善によって可能にな

る。この神経網の改善の主要なものは思考による中枢神

経の制御の仕方の改善によってなされる。ここに技術的

思考の重要性が示される。

この教科のねらいは過去において，行動の基本回路か

ら短縮回路に移行し，行動がよりなめらかで敏速になる

ことに重点が置かれていたようである。これは職業教育

として，ある一定範囲の行動の生濁生の向上という視点

からは重要であることは認められる。しかし，職業教育

前の普通教育で，限られた時間での教育としては，行動

の基本回路における，中枢神経の制御の仕方の改善が重

要であると考える。したがって，この教科のねらいは技

術的思考力を養い，生産行動の制御パターンの拡大と変

容を可能にすることであると把握している。

物質 悩報エネルギー

備報労 働 手 段 エネルギー原・材料．

図 ２ 教 材 の 基 本 構 造

7２
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する材料の性質として，そ性，弾性，強度を中心に学習

を計画した。

〔第１時〕材料の弾性とそ性（熱可そ性）実験学習

(1)弾性，そ性，熱可そ性の意味（現象との対応付け）

⑦木材(10×300’）の両端を握り，力を加えて曲げ

ながら，「外力を加えると変形する」ことを確認さ

せ，片方の手を離す。このときの木材の動きを３～

４回くりかえし観察させる。手を離したとき外力が．

取り除かれる。そのとき木材の変形が一部分を除い

てもとにもどっていることを言葉として発表させ

る。このもどろうとする性礎が弾性で，一部変形が

残ったままになっている性磁がそ性である。

①プラスチック（1×50×200）を⑦と同様にして，

弾性が大<，そ性が小さいことを確かめる。プラス

チックを電熱器で加熱し，外力を加え，変形させ

て，外力を除去し，冷却する。ここで変形したまま

であることを確かめる。このように加熱するとそ性

・が大きくなる性質が熱可そ性である。

(2)材料による弾性，そ性，熱可そ性の比較

⑦予想（生活経験を主として）をする。
＆．

鐙

7３

4

《 愚轄一蕊
一間 一 一 郡 一 画 刺

そ 性

常温|高温

４授業実践例１（第２次材料･の技術的性質）

加工学習としての技術的性質としては加工に直接関係

繕ざ|”“
木材｜
軟鋼｜
プラスチック’

・個人で予想を大，中，小，無で記入し，その根拠．

となる事象を再記するようにする。

・グループで予想を検討し，発表させる。

①実験をする。

、試験片（木材，軟鋼，プラスチック)(3×25×200）

・万力に試験片の一端を固定させる。

・万力より150ｍｍの他端にばね計を固定させる。

・ばね計を手で引っ張り力を加えながら鋼尺でたわ．

みを測定し，１５ｍｍになったときの外力を読み取

り，外力を除去する。

、たわみが復した雌と残った量を測定する。

・ばね計で外力を加え破壊するか，約90.曲がるま

で曲げる。それぞれの最大外力を読み取っておく。

・電熱器で加熱し，木材，プラスチックを同様に側１

定する。（金属はできなかった｡）

、結果と考察

・観察結果より予想を修正する。

写真１（ｂ）

示すｂ材料費は200円（塗料，接合材を含む｡。

〔計画〕

第１次導入と学習計画………２

第２次材料の技術的性質……５

第３次製作の,汁画と準備……３－切削機桃･･…･３

第４次切削…･……………･…･１３－－フド材削り･…･･６

第５次検査と修正……………３－木材切断……４

第６次接合……………………３

第７次まとめと評価…………１

第８次曲げによる雛造の変化と強度･…･･５

第９次側板の設計と製図……３

第10次工程分析と準備………１

第11次切断と曲げ加工………６

第１２次接合と組立て…………５

第13次塗装･…･…………･……４

第１４次検査とまとめ…………２

認′'2盤鯨

ｰ



・そ性が大きいということは形を変えやすいという

ことになり，加工しやすいことを意味する。

・木材に比較して軟鋼が加工しやすいといえる。

ここで生徒が生活経験で感じ，認識しているものと矛

靖を感じ，大変興味を示す態度を取る。しかし，数名は

材料の強度の差に気‘付き，実際の加工では強度が因子と

して働くことを知るため(実験における外力の値)，矛盾

を感じず，意見として積極的に発表する反応を示す。

・軟鋼やプラスチックを加工しやすくするには加熱

し高温にしていけば良いという加工方法が予想でき

る。（43名中36名，約84％）

考察が２時限目に食い込んだので実礎60分を要したこ

とを附加しておく。

〔第２，３時〕材料の総成学習一組織を中心に－

‘（１）材料（木材，軟鋼）の実物の観察

⑦木材（杉，米松，ブナ，ラワン）

・年輪，ずい，まさ目と板目，心材と辺材，木表と

木裏，節などを確かめる。

・三方向（縦方向，半径方向，接線方向）を知り，

マクロ的に不均一，異方性であることを理解する。

また樹種によって差異がIあることも確かめる。

④軟鋼（丸棒）

・木材のような異方性はなく，マクロ的に均一であ

ることを確かめる。

<（２）盗料の考察

⑦木材の構成要素である組織とその割合〔％〕を表と

して示す。

・縦方向は強く伸び縮みは少ないのではないか。

・半径方向は力に弱く，伸び縮みも大きくなる。

・接線方向は力にもっとも弱く，伸び縮みももっと

大きくなるのではないか。

・縦方向と直角の方向に引っ張りの力が加わると，

はく離しやすいのではないか。したがって縦方向に

は切断しやすいが半径方向には切断しにくいのでは

ないか。

④炭素鋼，普通鋳鉄の顕微鏡組織図（７種類８枚と

４砿類８枚）

・炭素鋼は炭素の含有雌の変化によって，組織が変

化している。（ミクロ的に不均一である）その変化

は炭素の含有瞳が多くなるにつれて均一化の傾向を

示している。

・普通鋳鉄においては抗張力が大きいものほど，黒

い部分が短かく太くなり，均一的に分布する傾向を

示している。

１４

・鉄鋼においては均一的組織になるほど強くなるの

ではないか。また組織を変えると性質が変わるので

はないだろうか。

このように，実物と盗料によって，加工方法を予測す

るような考察結果が生じることは大切なことであると考

えている。考察は個人，集団の思考によるものである。

４３年度は学習者の平均知能が偏差値で62であったが，

坐年度は49であった。この主体者の差によって，今年度

は発問が具体化され，思考時間が約２．５．倍を要した。な

お今年度は十分理解し得ない生徒が相当数いることも事

実である。この点については今後さらに学習指導方法を

追究する必要性を強く感じている。

〔第４時〕比重と強度学習(資料の信頼性を確かめる）

材料の強度試験は設備の問題から不可能であるので，

資料として表で与え，その信頼性を比重測定による測定

値と表の値との比較によって確かめさせる。

⑦比重鮫と比重

・比重戯(γ)は体秋(V)〔cm3〕の物質の重堂が(Ｗ）

〔ののとき，γ＝Ｗ/Ｖ〔9/cm3〕である。

・比重(のは4.Ｃの体積(V)〔cm3〕の水の重堂(Ｗｏ）

〔のとしたとき６＝Ｗ/Ｗｏである。

④比重測定

⑦結果と考察

・測定値より算出した値が予想値（資料の値）に近

似しているか，その範囲に含まれているので，資料

の値は信頼できる。

②木材の繊維の比重

．うすいかんな屑やのこ屑を水に入れ，観察させる

と水中に沈んでいく現象が観察できる。

・繊維の比重が1.0以上であることを知り，資料，

および測定値との差が生じる。これより，木材に空

げきが多いことを認識することができる。

これは塗装でのロ止め，下塗りに関係する要素である

ことを注意しておくと有効である。

②木材において，比重が大きくなると強度も大きく

なる傾向を示している。
｡

〔第５時〕第２１ｸG§のまとめ

⑦第１時(2)＠の矛備点を明確にする。

④第２，３時(2)⑦の予想を確かめる。

・３方向による強さ，伸び縮みの異方性を確かめる。

、木材の改良方向を予想する。

合板，ファイバーボードなど。

５ 実 践 例 ２ （ 第 ４ 次 ‘ 切 削 一 切 削 機 織 〕

『

ジ



込

〔第１時〕切削のしくみ学習

（１）導入として，かんなで木材（米松一まさ目板）

を削る。教師は特別に注意を与えず，問題を発見さ

せるため，各人の動作，工具を観察させる。

<２）切削状態の観察

⑦切削状態での刃物と材料との関係を図示し，各位

価関係を角で表わす。

すくいノ

鯵切肖Ｍ１

墨＝＝/一一刃先角智先角智

離すに要する力は一定である。

・切削角が大きくなると，切粉を圧縮するために使

われる力が大きくなるので，切削するには大きな

力を要する。すなわち，切れ味は悪くなる。

（２）刃物の改良方向

被切削材の強度が大きくなればなるほど，刃物の強

度を増すために刃先角を大きくするのでは，ますます

切

＝三二二三三三二二三二三三＝三雲妻＝=三三三言三三二三=三三三三二雲二号

削力は大きなものを必要とする。これは刃物として

利な面である。

⑦刃先角を大きくせずに刃物の強度を増すにはど

のような方法があるか。

・刃物の材質を改善する。

・材質改善の歴史

炭素工具鋼－－合金工具鋼一高速度鋼一超硬
（1900）

合金一差セラミックーサーメット
（1926）（1935）（1960）

①各角の関係を式にまとめる。

．すくい角十切削角＝90.

．刃先角十にげ角＝切削角

<３）被切削材の強さと刃先角の関係

⑦各種刃物の刃先角の測定と被切削材の強さを調

べる。（切削すあ稚造の差異にも注意する｡）

④考察被切削材の強度が大きくなると刃先角は

大きくなっている。

理由切削の抵抗に耐える強さを刃物が保つた

め。

（３）の①は十分な個人，集団思考によって，関係を理

解する時間を持たせ徹底させる。

〔第２時〕切削角と切れ味の学習

（１）切削角と切れ味の実験をする。

⑦予想をたてる。

④実験方法と注意事項，用具，役割を確かめる。

、実験をする。

・私作器具（久留米市福昌堂より製作販売）で油

ねん土を被・切削材として，切削角25.,50.,70.

で削る。（切込み錐は一定にする｡）

・削り屑（切粉）の長さが被切削材の長さの何％

になったかを測定し，算出する。

・削っていくとき，被切削材から切粉が切り離さ

れるときの変形の状態を観察する。

、結果と考察

・切削角が大きくなるほど圧縮される塗は大きくな

る。

…切り込み量と材質が一定であるため，切粉を切り

〔第３時〕切削抵抗の学習

（１）切削抵抗の測定

⑦切削抵抗の要因・被切削材の強度・切削角

．切り込み雄・切削速度・刃先の状態

④’切削抵抗測定

鮒調鱗雪蕨凧鮮|…“
、結果と考察

・切削角が大きくなると切削抵抗は大きくなる。

．切り込み澱が大きくなると切削抵抗は大きくな

る。

、切削速度が大きくなっても切削抵抗はあまり変

化が認められないが，早くなると切削面がなめら

かになっている。

（２）荒削りと,仕上げ削り

⑦切削能率を高めるには切り込み量と切削速度を

大きくする必要がある。

④荒削りと仕上げ削りで注意すべきこと。

・荒削り，切り込み量（刃を出す量）は比較的大

きく（0.2～0.3ｍｍ）し，切削速度は可能なかぎ

り大きくする。

．仕上げ削り，切り込み趣は可能なかぎり小さく

（0.1ｍｍ以下）し，切削速度を大きくして削る。

６評価

（１）定着度の測定。（第４次第２時分）

⑦問題次の文の□の中にもっとも適する語句を

‐1５



７実践例３（第１１次第３，４時，曲げ加工）

（１）ふち折りと曲げ強さ学習（第３時）

⑦用具の点検をする。

④ふち折りの手順を研究する。（手工具による｡）

⑦ふち折りをする。（作業に要する時間を測定）

、ふち折りの状態と曲げ強さの関傭係を研究する。

、測定をする

・結果

ｄ，切削方向はならい目を多くしたか１点

ｅ・必要時間1ﾉ30"以内(2)２ﾉ30"以内(1)２点

ｆ・全体としての感じ。良(2)普(1)劣(1)２点

（姿勢と切削速度）計10点

(注）・試験片は問題例回に図示するような板を使用。

・問題は「その板の表または裏を削りなさい」と

指示する。かんなの刃はぬいているものを与え

る。

⑦結果（調査対象は32鍋）

記入しなさい。資料を参考に

回切削角が大きくなると切削抵

抗は仁乏二|なり，切れ味は

固くなる。これは切粉を

［＝Iするためである。

回刃物を改良する方向として，

大切な要素は刃物の'三二|を

強く，ねばりけをもたせるこ

頭目説明

強く，ねばりけをもたせることである。

①結果

資料を参考にして。

①実技テスト（観察法）

観察項目配点

ａ、板目板の表裏の判別ができたが

ｂ・刃の出し方一一戯と左右同じか

ｃ・裏金のすすめ方

（２）ペーパーテスドと実技（観察法）テストの比較。

⑦ペーパーテスト。１０問，各１点

問題例

回次の図のような板の而上を削るにはどの方向から

削れば良いか。次のうち正しいものの記号を○印で

囲みなさい。また，その理由を述べなさい。

ア．ＣからＤへＣ

ＤＦ

Ｄ
'｡▲

･ペーパーテストの結果と実技テストの相関係数を算

出すると次のようになる。’＝0.658

．ペーパーテストの信頼係数（自己相関係数）

７．＝0.577となった。

、考察

対象が32名で少ないので一般性には十分とはいえ

ないが，一つの実践例として，仮説を設ける資料に

は十分なり得ると考えている。ペーパーテストが約

８０％に対して実技テストが67％と１３％の差が生じ

ているが，統計上ではα＝1.86＜2.05であり，５

％レベルでは有意な差が認められない。相関係数7‐

＝0.658とかなりの相関が認められる。このことは

行動が思考によって改善されることを示す盗料とし

て有効である。

Z６

イ．ＢからＡヘ

ウ．ＡからＢヘ

エ．ＤからＣヘ

オ．どちらから、

でもよい。

･考察。ふち折りが丸くなるほど曲に強くなる。

理由 Ｉ

回次の図のような板の上面を削るには二枚刃かんな

の何をどのように調整すべきか。また削る方向はど

ちらか。Ａ～Ｄを使って答えなさい。

削為方向

｢どのようにロ

⑮

項目|説明
何を｜
雨扇司~－

Ｄ

は下の図中に図示しなさい。

【
Ｌ何を

（。Ｉ＃

点
点
点

１
２
２

ム
〕

平 均

標準偏差｜Ｌ5６

ペーパーテスト

7.9（79％）

実技テスト

6.7(67％）

１．８２

材料

強さ〔〃〕

(平均値）

ふち折りなし

0．２８

’’２
0．９４ 0．９３

|見本
ユ.４２

頭目

躍露撫璽

ア イ

'’0０

ウ

８３ 9１

切削角

２５。

50。

75。

切粉の長
さ

80％

55％

30％

常秒劉''30〃
人数’２１４

2'00"'2'30〃
１１

3ﾉ00〃

４１５

3ﾉ30〃'4'0〃
３

4ﾉ以上

２



辱穐

③問題点，①精度が悪い（丸くて，直線になりに

くい｡）

②個人差が大きい。

②本時学習のまとめをする。

④次時学習課題を具体化する。

(2)手工具･作業の改善学習（第４時）

⑦資料について説明を聞く。

・プレス機……………………何を活用するか。

・型（雌雄一対の型）………どのような型を作れ

ば良いか。

④型についての研究をする。

、補説を聞く。

②プレスによるふち折りとその効果を確かめる。

ま

･プレス作業につい

ての注意を聞く。

･プレス作業をす

る。

･結果を整理する。

認

・考察する。ａ・個人差ｂ・精度

ｃ、能率（時間）

ｂ，ｃについては相当の効果が認められるが，個人

差は十分に解消したとはいえない面が残った。

②まとめをする。

②次時課題を具体化する。
生徒の反応について十分な科学性に欠ける面があるこ

とをおわびするとともに，私の教科に対する考え方とそ

れによる実践例の不十分な点について，先誰諸氏のご批

判，指導をおれがいする。

（福岡県福岡市立姪浜中学校）

この授業によって，労働手段が手工具からプレス化す

ることによって，人間の労働としての行動が全く変化し

なければならないこと，労働手段が技術の向上に果す役

割が実践によって確実な認識へと高まった。また，機械

化がもたらすものが何であるかを感じる機会ともなった

ようである。このように切削においても同様な学習がな

された。また，これは技術史的に実践がなされたもので

もある。

Ｂ・小学校の図工とよくくこているように最初思っていた

ので簡単だろうと思ったが，思いどうりにいった時は

一ケ所もなかった。理論と実践が思いどおりにいかな

いことも多かったが，あれこれと考えてたことを，必

ず実践して確かめるので，楽しかった。

Ｃ、もっと作業する時間を長く取ってもらうと，良くで

きたと思う。

Ｄ、いろいろなものを自分たちで研究しながら作ってい

くのがおもしろかった。

生徒は行動の仕方を実験的に追究し，得られた行動様

式を実践し，追究して得た行動様式を確かめ，製作品が

完成していく過程を楽しみながら，それを高めるための

思考に秋極性を示すようである。そこに主体的学習意欲

が生れ，主体的な態度が養われるように思われる。

教科書に従って授業をすすめた学級と実践実習的に授

業をすすめた学級とを教科に対する生徒の「好きの程度

の変化」は次のようになった。（９教科のうち何番目に

好きですか）
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８おわりに

自分なりに工夫したと考えているもので，主なもの３

点を具体的に述べたが，文章も雑で真意が十分伝えるこ

とができない面もあり，問題点も多く残されています

が，最後に生徒の授業後の感想を述べて参考にしたいと

思う。

Ａ・ちょっとむずかしいところがあったが，ぼくはそこ

がおもしろかった。そして，教科書のとうりにでな

く，自分たちの実験や調べたことによって作業をした

のでおもしろよった、

黙

1７

対 象

実験実習
（64名）

教科書
(33名）

43年７月

－

工

5．１８

5．１０

ＳＤ

1．９５

１．９７

44年４月

ー

錘

4．７７

6．１８

ＳＤ

1．９５

1．２５

時間

人数

30〃

７

1ﾉ0〃

1７

1ﾉ30〃

８



材料認識と

加工学習について

１私の考える技術教育とプロジェクト方式

現在現場で行なわれている技術教育，その中でも加工

学習においては１つのプロジェクト的方法を用いて推し

進められている。つまり，（１）目的を立てる段階，（２）

計画を立てる段階，（３）仕事を行なう段階，（４）結果を

まとめる段階，というコロンビア大学のキルパトリック

教授の論に依拠するものである。この方法論が現実の木

工分野，金工分野という素材決定の枠内で規制されなが

ら行なわれているのであり，作り方，あるいは，道具，

機械等の使用法の教育が行なわれている。

さて，教育，特に一般義務教育で要求されている事

は，どのような事なのだろうか？少なくとも専門教育

ではないし，資本の要求に即応するような教育でもな

い。教育を原初的にふり返ってみるならば，社会的矛盾

の存在とその緩衝あるいは止揚に発端が求められる。そ

れらは自然科学的な，そして生産力的な矛盾であるし，

他方は生産関係の内包する矛屑である。社会的生産関係

の中に介入し，存在してくる人間に対し，生産活動に参

加せしむるための準備，そして社会生活の場に参加する

ための準傭，これが教育に求められている本質的な課題

としてとらえられる。この課題と対応するような技術教

育とは何なのか？それを論述するためには，技術論，

認識論，人間論的な追求が必要になってくる。

エンゲルスの‘厩猿から人間への労伽の役割”の中で述

べられているように，人間形成における労働の成す役割

は非常に大きなものがある。この労仙（社会的に有用な

財貨の産出）の過程に介在する戦柄の１１１で，道具，機

械，装置等の労働手段は社会的，歴史的な存在として生

産力の規定的な要素を形成する，とともに，人間の意思

・労伽の具体化されたものとして主導的な役割を果たし

ている。

われわれの行なっている技術教育では，いかなる分野

においてもこの労働手段に焦点を絞ってゆかねばならぬ

1８

青 木 文夫

だろう。労伽手段に対する認識こそわれわれの求めてい

るものだと考える。

技術史をさかのぼって考えてみると，通史的に法則性

が見られる。それは技術が弁証法的な発展を成している

事実である。技術の弁証法的な発展，それは，歴史的・

社会的産物としての，人間の意思，社会意思を反映し

た，人間の認繊を内在化した現象として把握する必要が

ある。つまり自然認識と社会認識とを技術発展（矛厩の

解決）に関する本質的な要素としてとらえねばならぬと

いうことだ。もちろんこの場合の自然認識ということ

は，工学的な意味をつけ加えて解釈しなければならな

い。人間は，何らかの形で自己の存在する環境を認識す

る，その環境の中に対象を見い出し，労働を通す事によ

り，自己の外在化を計り，目的を遂行する。

このような人間の生産活動の中での労働対象に対する

人間の認撤を技術教育の巾で重視してゆく必要がある。

また，社会的矛盾にその要因を形成している教育にあっ

ては，当然歴史的・社会的特殊性を持っているのであ

り，教育内容，課程においてもまた方法論的にも差異が

ある。この意味においてわれわれの求めている人間は単

なる人間ではなく，歴史的・社会的特殊な矛盾に対応で

きるような人間でなければならぬことになる。

２人間の活働と労働手段

さて現行の加工学習においてプロジェクト法が使用さ

れている事は先に述べたところであるが，技術教育の111

で「～の材料は……の性礎があるから－．‐の加工法を用

いる」というプロセスがどのような形でおさえられてい

るのだろうか。おそらくわれわれの，また生徒の先入観

に基づいた感党的な対象への認識，また工具に対する間

定概念に支えられて学習活動が行なわれていると思う。

また“技術実験'’を通して把握してゆく事柄が，生徒

の具体的な労働過程（実践）と，どのような結びつきを

ｒ弓
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しているか，方法論的な拘束をしているのだろうか？

この間に対して残念ながら，生徒は分断化された作業工

程の中で従来の感性的認識のまま，「一は～の工具を用

いればよい」という結論を出すにすぎず，しかも授業と

いう制約された時間での作業では，結局，工具の使い

方，また工具の構造に基づく把握……工具を教える……

と，あるいは製作物がどのように機能化されているか，

と.いう事に集約される率になる。しかもそれは各段階で

分断され，統一を保ったものとは言えぬ。

つまり前述のような人間の生産活動の中で人間の意思

を具体化し，社会的存在としての手段が，どのような形

で変化してきたのか，また，どのような発展を成すべき

ものか，という技術の本質に関与する部分とそれらが実

際の生産工程の中でどのような相関を成しているのか，

という課題が放置されたままなのである。

技術教育で重視されるべき郡，それは，個々の道具の

使い方を習得させる事でもないし，物の作り方を教える

事でもない。労働手段の中に呉体化されている歴史的・

社会的存在としての“人間の意思”を，さらには物質的

財貨の産出に伴なう人間の意思と過程の持つ意味を把握

させることなのだ。

ところで，道具，機械などの労働手段を教える事がそ

れを意味するだろうか？結論は否である。なぜなら

「この労働手段は～の構造を持っている。だから□とい

う作業をすることができる」……これは，現在の消費生

活にみあう消磯者教育でしかありえない，安っぽいつぎ

はぎの労働者を生み出す事にほかならない。「労働手段

は－を－．－にするために～の榊造を持っている」という

ように解釈されねばならない。これは人間の活動が目的

意識的な活動であることを考えれば容易に判断ができる

事であると思うが，この目的意識的な活動である労働，

それを内在化した労働手段である事をわれわれは住々に

して忘れがちなのだ。そして目的を遂行するのに必要な

物質的存在を認織する事により，人間は歴史を発展さ

せ，更には新しい物質的存在を生み出してきた。

ここで，われわれは物質的存在が一方では原料あるい

は材料であり，もう一方では労働手段である事を知らね

ばならない。材料の持っている性質に基づいてさまざま

な加工法が考えられるし，それに対応した労伽手段が生

み出されてきた。そこでこのような認誠と人間の目的意

識との関連を重視してゆきたい。

４材料認識の科学化

さて，「材料に対すを認識をいかに科学化するか？」

という事になると，非常にむずかしい問題である。すな

わちそれらの活動を，授業の中で実践してゆかねばなら

ぬ事，その方法が生徒の先行認識を活用でき，変革でき

るものである事も更に具体的に顕証可能なものである

事，など，さまざまな条件が付随するからだ。しかも分

子論的な視点を持たぬと説明のつかぬ性礎を持っている

場合がある。そこで，私は理科教育との関連を重視し，

理科での認識を活用している。

ここで再び，技術との関連にふれてみると，物質Ａと

物質Ｂとの間に，ａ，ｂという共通,性があり，ｃ，ｄと

いう'性質が全く異なっていたものがあるとする。そこで

ｃ，ｄに関与せず，ａという性髄を用いて加工したり，

ｂという性質を用いて加工することができる。しかし，

家

３自然科学的分析と自然科学的認識

つまり加工学習においては，まず材料に対する認識

Z９

が，変革され，科学的な方法によって把握されたものと

して形成されている事が必要である。少なくとも技能養

成を目的としない中学校教育においては，個々の認識は

容観的なものである事が要求される。しかしながら材料

（歴史的・社会的存在）を客観的に把握させる，しかも

その物質が持っている属性を認識させる事は，決して雰

易な事ではない。かなりの装置・計量器が設怖されてい

れば，いくぶんかは軽減されるかも知れないが，それに

しても操作，方法論的にむずかしい事だと考えるし，あ

る論者からは,｢それは単なる自然科学教育にすぎない」

というそしりを受けるかも知れない。

だがわれわれは現響代を知っている。そしてこの社会が

歴史的特獄性を持っており，資本が社会の主導権を持っ

ている事も知っている。また科学的な認識が生産力的視

点からも要求されている事を知っている。個人的な満足

を得ようとする人間を作り出してはならないし，自己の

生命発現に対して何らの根拠を持たぬ人間であっても困

る。‘何か物を作り出し，それに個人的な満足を求める事

などは，中世の遊び的工,作へのノスタルジアにすぎな

い。このように湾えてゆくと，自己の労働対象となるべ

き物質的存在に対する溶観的な認識が，現代的な要求と

して求められる率になる。

すなわち，自然科学的分析の視点と，認識が生産活動

と結びつけられた形で求められるのであり，これらの活

動を人間の自己外化として，認誠されるためにも求めら

れるわけである。

そして，私が実践した般大のねらいは，この事にあ

る。



（４）結果をまとめ……上手にできたが，計画とどの』こ

るうに違ったか，どれが機能的で

あるか，などとまとめられる。

以上のような過程では，･何が認識されるのだろう。機；

能的な構造とはどのようなものをいうのだろう。使用す

る材料における加工に関する性礎のみが認識されてい

く。このような事は授業の結果として把握されるもので

あって，生徒が「目的を立てる段階」で材料の,性質及び．

それらに基づいての加工法は，思老上組み立てることが

できない。すなわち技術の本質とはかけ離れたものでし

かない，と考える。この種の認維の体系は，物を作り出

す事に関しての過程的なパターンと，一つの物を作り上

げるまでの順序性の認識にすぎない。

技術の体系というのは，そのようなものでなく，材料

認識と人間の目的意識とが即応的に結びつけられ，個々

の材料の性質に対･応した加工法，構造的処世が把握さ

れ，洞察されていなければならない。すなわち加工法そ

のものの可能性は，材料認識に韮づくものであり，目的

意識に応じた，要求されるべき機能を満足させるもので

あるかどうか，についてもその段階で洞察されているべ

きものである。材料に対する認撤が，放置されたままで

設計が可能なはずもなく，加工法を把握させることが可

能なはずもない。

いわば，技術教育の対象となる技術（社会的労働手段・

の体系）に内在化したものとして，人間の材料に対する

認識が歴然として存在しているのだ，と言わねばならな

い。また技術教育の対象となる各分野を抱括的に拘束す．

る存在として“材料'’が認識されねばならない。そして

この拘束性が存在するが故に，私は技術教育において・

は，少なくとも強さ，しくみを理解させ，。切ったり削っ

たりする活動から技術の持つ法則や，労１，１手段や，労働，

の過程を学ぶ※①ところの加工学習を体系化する視点と

して，材料を，材料の性質を設定したい。

もちろん，“技術”からの要求は定性的段階にとどま

らず，必然的に定量的な課題を伴なってくる。しかしな

がら私の現在の段階では，定鼓的な把握にせまる実践は

部分的な段階であるし，未解決のままである。定鍬的な

認識を定性的な認識と並行させる事ができる事実，技術

実験の方法を開拓してゆく事が，生徒の認識可能な形に

する聯が，今後の私の課題として存在している。

以上，技術の体系ということについて５でいろいろ述

べたが，これをなんとか簡単に図式化できないものか，

と考えたのが，次の図である。
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５技術の体系とプロジェクト方式

また私の実践の他の一つの目的であった，旧来のプロ

ジェクト法での欠点……技術の体系化を図る率ができな

い……をいかに止揚してゆくか，という事について「い

す」の製作過程を考察するなかで述べてみたい。

（１）目的を立てる……いすに要求される機能の把握か

ら，どのようないすを作るか，

ここで簡単な緋造のものにしぼ

られてくる。

（２）計画を立てる……構造的な問題に関する材料の認

識と使用法，加工法をおさえ

る。（材料の加工あるいは機能

に関する認識と道具の使い方）

（３）,仕事を行なう……労仙力の消喪が，材料の多くの

性質のうちの「何かが」機能，

目的と合致していようが，いま

いが，技術としての認微とは無

関係にただ作る事だけを目的と

して，道具の使い方を上手にす

るためにすすめられる。
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ｃ，ｄに関してはＡ，Ｂどちらかの物質には肯定的な,性

賞，あるいは否定的な性質として使用間的，加工方法を

規定している。またそれらの物質一つが持っているａ，

ｂ，ｃ，ｄ，という性質が互いに加工方法を規定してい

る場合もある。

このように多くの材料にはさまざまな性質があるの

で，私はそれらの中の;極めて一般的なもの……金属，木

材，プラスティック，岩石，気体……の一般的性質を認

識させる方法から始めた。それは当初の予測以上に，生

徒は把握していたのであるが。……しかし現在のとこ

ろ，分子論的な反応及び性質を明確に把握させるだけの

手段・設術を私は持っていないし，また高度な論理を要

求する材料分析をそのまま実践と結びつける事は，避け

ねばならないと考える。さもなければ，生徒は消化不良

を起こすか，学習に対する関心をなくし，活動に参加す

る率を拒否するであろう。

したがって科学的な認識を，感性的な認識手段（技術

実験）を用いた結果からのアナロジーを用いたり，材料

の中に現われるさまざまな現象を，それらの機能を説明

するのに十分な，何らかの実体を設定し，それに依拠し

材料に対する認識を論理化し，体系化を計ってゆく事な

どを通し形成してゆく事を考えねばならぬ。



この実践では，材料の持つ機能性及び限界性の認識の

形成，Ｈ的的な存在とする。つまり生徒の認誠としては

「……の性質を持つ物礎では－．‐の加工法が可能であ

る。更には，＝の機能が要求される部分に使用する事が

可能である」という可能性の認識（洞察をする事）が求

められる。更に，次の段階で〆個々の材料が持つ‘性質を

総合的にとらえたうえでの，「－という材料では，……

の性質があるから－．－などの加工法が考えられ。という

条件の使用目的を満足させる」という，具体的な材料と

結びつけられた認識を計る。

これは，材料認識を生徒に目的（機能論的な要求を内

包した）と結びつけ，加工法を洞察する事が可能な認識

として再:構成させるために，いわば材料認識のまとめの

ために行なうものである。

（２）目的を決め製作に取り組む

さて，目的物を決めるのであるが，このＨ的物として

は，①材材の性質に基づく加工法を多用できるものであ

る事，②生徒の作った“もの'，が使用価値のあるもので

あり，③“労勘手段'’としての機能を持っているもので

ある躯④材料として入手しやすいものである事，⑤応

力とか構造的視点を含むもの，などを考慰した。この事

に関しては，今まで本誌に数多くの視点，解説を含んだ

論があるので，ここでは借く事にする。

とにかく，「高温のものでも，しっかりつかむ事ので

きる道具を作ろう」という事になり，“やっとこ”の製

・作を金属加工として行なった。

①生徒は実物見本を見ながら，適当にイメージスケッ

チをする。荷重に対する（使用目的からくる機能性を裏

づける）構造を考えているか？が活動の中心点になり，
、

やっとこ，という工具の持つ条件（技術白，）と，それを

作り出す過程にまつわる予測が成されてゆく。

②次の段階で加工工程表を予測から番いてゆく。その

工隠表を中心にして再び検討が行なわれ，各自の注意す

べき事項が生徒に把握されてくる。

③実践，加工の中で生徒は材料の性質を再認識した

り，“技能的課題”を処理したり，工具の持つ，労鋤手

段の持つ法則性を把握してゆく。これは感性的であるか

ら時を役けて，1つの見解を持たせる事が必要である。

以上，私論を述べてきたが，更に以下“やっとこの指

導過程”の略式の指導過程，“材料と加工法の系統図”

を記述するが，多くの誤まりも存在する事と思う。それ

らの郡については，諸氏の御批判を諸うしだいである。

人股

技能能技

|］的昼
宗

労働手段

加
工
法

Ｉ
材料

人間が材料を認識し，更に使用目的を把握する事によ

り必然的に加工法も認識されるものである。そして労働

手段を迂回し，その労仙手段の要求として技能が規制さ

れるものと考えている。

６実践の方法

（１）材料を認識させるための実験

これで私の目ざした体系化という事に関する意義とね

らいについては述べられたし，方法論についても概略的

には語ったので，私の実践に関する具体的な方法につい

て述べてゆく。

そのまえに，対象とする“材料”に付随する条件をま

ず上げてみる。

①生徒が日常的に接する事が可能なもの，

②入手が簡単（安価であること）

③加工による効果が生徒に把握できること，

④金属，木材，岩石，プラスティック，布など，材料

･の特性をなるべく顕在化できるもの，

などである。また同じ種類の材料でも成分の差異など

,により性質の変化が存在するものに対しては，比較資材

としていくつかのものを用いる事につとめる。

これらの材料を金倣きの上におき，打破してゆく。こ

の作業での途中の段階を記録させ，それぞれの材料にお

ける物理的な比較をする。また加熱による変化からそれ

ぞれの熱による性質の変化を，更に細い材料を用いて応

力の発生の仕方をひっぱったり，圧縮したりする事を通

して確認してゆく。

2Ｚ
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〈加工工程表〉
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冷間加工する

焼き入れする

製作図をフリーハンドで書こう

やっとこを作ってみよう

やっとこのスケッチをしてみる

どのように力がかかるか考えよう

物をつかむもので何か使いものになる道具を作ろう

（二つ以上の部分からなる）

つかむ道呉にはどんなものがあるか

材料は9.5＃軟鋼棒

材料の性賀をよく考えて加工工程を．１１$いてみよう

一番容易にできる方法，順序で

ペンチ､やっとこ,プライヤ,etc

学習の問題と予想される生徒の思考 留意点
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加工名称

切断

折り曲げ

使用工具・性質

タガネ，金敷，鋼尺，加工脆性

鍛造炉,ハンマー,つのどこ｡熱間

図 説

生
＝、

その他

加工硬化せぬ

よう650℃以上

非常に大きな力がかかることになる。そこでその力に耐えられる

椎造でなくてはいけない

材料・・使い方を考えること

はさむ物により違うが，はさんだ時一番

力が入いるくらいにする

鋼

手で排つところのはぱはこのくらい
(手で示す）

道具というものを考える

力学的条件の明確化

材料と力学的な関係を考
えさせる

使用条件，人間との関係
を考えさせる

材料の性衝と各人の考え

ている案が確実に結びつ
いているか

道具としての具備条件を
把握しているか

加工法，順序が全体的な

視点で具体化できるか

やっとこ

みんなの握力はどのくらい

務人，手でもつところのはばは，はさむ物と手により違うのでめいめい考える



高校家庭一般の単元として家庭生活の

意義の展開をどうしたらよいか

はじめに

過日，中・高校生の両親をどう見るかというアンケー

トのまとめがＮＨＫニュースでつたえられた。それによ

ると，父親は家族との交流少なく，生活能力においては

将来とも期待できないという。まさに現代の社会が豊か

な物礎にみたされながら，父親の収入が追いつかないた

めに，子どもから生活能力なしと判定され，家庭の中の

物心両面の貧しさがうかがわれる。母親については，家

の中のせまい殻にとぢこもっていて社会的な関心が少な

いと見られている。現代の家庭の持つ欠陥が子どもたち

から明確に指摘されているのである。

今日人間不在とか人間疎外とか，言われる原因をしら

べてみると，社会の単位であるはずの家庭が，特に都市

生活において，閉鎖的，孤立的で，自分の家だけのマイ

ホーム主義におちいり，社会共同体への連帯がきわめて

うすいところにある。政治的解決を待つことはいうまで

もないが，教育の中で家庭を中心に置いて考えさせるこ

とは不可能であろうか。私の所属する商業高校は大部分

の生徒が高校教育を最後として巣立つ人たちである。近

年著しく増加した女生徒たちの多くは，職業人として一

生つらぬく目標はなく，適当な時期に経済力のある男性

と結婚して，庭つきの家に住み，男の子２人，女の子１

人くらいを産んで，と夢見ている。庭つきの家を得るこ

とが，都市生活では殆ど見込みのない現実も知らない。

そして恋愛と結婚とは全く別なものと考える生徒が案外

に多く，恋愛はあそびで結婚は打算でいくと割切ってい

る而も見られる。社会の中でどう生きるかの問題は考え

もせず，目標は結婚だけである。こんなところにも女子

教育を含めて，人間全体の考え方の問題点がひそんでい

るように思われてならない。家庭一般の単元に家庭生活

の意義がおかれているが，このなかみを:社会的自覚をう

ながす方向へむけたいと考え，人間，家庭，社会をもう

一度基本線に立って，正しく位置づけることを試みた．

2４

中 本保子

（１）人間の基本的欲求充足の場としての家庭

生産の場から見た場合，家庭は労働力生産又は労働力

再生産の場所である，と定義されるかもしれない。しか

しそれでは人間個人が見失われる恐れがあるので人間の

基本的欲求を充足させる場所として家庭像を明確にする

ために，次のように展開する。

剛人間の欲求とは何か

①生物的欲求一空腹，かわき，睡眠，排池，生殖，好奇

心，審美，損傷回避，攻蝶，孤立回避

美を求める生物的欲求は人間文化の発祥となり，文化

的欲求として特にあげてもよい。

孤立回避の欲求から人間は家族をつくり，社会をつく

り集団を形成する。この集団のＩＩＪで模倣が行なわれ，

祁互援助や共同作業が行なわれる。昔は血縁関･係の大

家族集団であった時代もあるが，今は夫婦に子どもの

二世代小家族（核家族）である場合が多い。血縁関係

でない集団家族も時には存在するであろう。三世代の

家族もあれば母子の家族，父子の家族も存在する。よ

く結婚して所帯を持つとか，家庭を持つとか言われる

ために，独身者の家庭は家庭でないように考えられる

が，人間の生活する場所はすべて家庭と考えるとさま

ざまな組合せや構成人員が考えられる。教科謀にある

ように夫婦親子その他の血縁者が衣食住をともにして

いる生活が家庭生活であると定義すると，例外の存在

を無視することになる。

②社会的欲求一所属，承認，愛情等

集団の中で認められたい欲求は人間の欲求として強い

ものである。特に能力において弱い立場の人間が，家

族や集団の巾でスポイルされやすく心理的にも欲求不

満となり，性格をゆがめ，数,々の不適応症状をおこす

ユl綱はよく知られている。

この部分は高校では保健，倫理社会でも取り上げられ

ているので家庭科では怖単に学習させればよい。

Ｊ
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豆上

･可

（ﾛ）家庭の役割は何か

従来は家庭集団にまかされていた基本的要求にもとづ

く多くの役割が，社会の発達とともに，社会に移行し

ていくので，将来ともに，どうしても家庭で果されな

ければならない役割は何かについて考えさせる｡

教科書をみると，家庭の役割は①子女の育成②休養

と栄養③老人病弱者の保談とされている。子女の

育成は独身者の家庭には関係ない。保育園の数の増

加，質の向上があれば専門家でない母親に育てられる

よりも保育園に育てらたる方がよい。

子どもと親との愛情の交流が，ひとときでも持たれる

ならば「子女の育成」は，社会に移行されて差支えな

い。社会に移行されなければ，女伽性が職業人として，

つとめを全うすることはできない。

「休養と栄養」については，休装（睡眠）はどうして

も家庭で行なわなければならないが，栄養は外食，加

工品の進歩などで簡単になれば，家族の団蕊をのこし

て，家庭の役割としての負担が若しくかるくなる。

「老人病弱者の保護」については小住宅であること，

経済的貧しさなどによって責任を果せない家庭が増加

している。そのため老人ホームその他の社会施設に移

行される傾向が大きい。このように考えてくると以上

の３項目が常にかわらない役割であるとは考えられな

い。それでは常にかわらない役割とは何か①睡眠の

場②生殖の場（結婚した場合）③団薬の場（愛情の

交流）ということになるのではないか。したがって安

心してねむるための防犯，防災を考えた住居が必要で

あり，必要な生活物資を購入するための商品知徽と，

金の使い方，家庭リクリエーションの持ち方などを工

夫することが大切な家庭経営の素養となる。

｛'１家庭の機能は何か

以上の役割を果すために，紬神的安定性と経済的安定

性が必要な機能となる。集団の中で糖神的やすらぎを

保つには個人の素養として何が大切であるかを考えさ

せる。又女性の経済力がないために父親を失った家庭

の経済はたちまち安定性を失い，家庭の機能もゆら

ぎ，役割を果すことができないことを理解させる。

以上のように人間の基本的欲求を中心において考えさ

せれば少年の非行や犯罪などの面に家庭や学校，そして

社会全体が関係していることが理解できる。家庭をはな

れた子どもたちに対して家庭にかわる愛情交流の場を提

供することは，社会的にみても大切なことであり，家庭

の役割が果せない場合の，社会の役割となる。集団就職

などで家庭をはなれて都会に出て来た少年たちに対す

る，社会的配慮の重要性がわかる。共同体での人間尊重

の精神も育てられるのではないか。

（２）生活を中心に考えた社会間題

多くの社会問題のなかで，生活に無関係なものはない

が，次のような項目にわけて示してみると，脳する社会

が，生活のために豊かであるか，貧しいか，又バランス

がとれているか，否かを知ることができる。これは他の

社会（外同）とくらべてみると一層よく理解することが

できる。

例社会施設一学佼，病院道路，上下水道，公園，

スポーツセンター，図書館，住宅，社会福

祉施設（心身障害者施設，老人ホーム〆保

育園，乳児院，孤児院，未婿の母の家など）

Ｉｐｌ社会保障一公的扶助（生活保謹）社会保険，社会

福祉，公衆術生

例社会生産と流通一生活物資，サービスを提供の企

業，レジャー産業,商業,金融,保険企業等

同社会防衛一警察，自術隊，消防

耐税金問題一財政投融盗，社会社会祉福国家とは等

（ヘリ労'’１問題一賃銀，労働時間，婦人労働問題等

以上は社会科で学習されるから家庭科では家庭生活と

のかかわりを特に強調して政治に関心を持たせたい。

（３）民主的家庭とは

民主主義が正しく理解され，定着するのは，まことに

むずかしく，戦後20数年たった今日又逆もどりの傾向が

ところどころに見受けられる。憲法違反による，女性差

別の訴訟も絶えない。昔の教育を受けた多くの大人たち

は感覚的に理解できないで青年との断絶も多い。又青年

の中にも，親の影響で，古い家庭観を残しているものも

ある。そこで婚姻史（後述参蒜資料）を体系的に学ばせ

ると，社会的背景と結婚の形態を理解することができ

る。結蛎の歴史については多くの学説があるが，参考資

料は高群逸枝氏の研究による婚姻史の概略である。

生徒たちの反応として，①生活の保障が氏族母家一

父家一両親（現実には父）と推移して来たが今日の男女

同権夫婦制では母の経済的責任が重い。②女性の財産権

喪失により家父長制が確立し嫁取婚に移行する。③嫁取

婚が確立した頃から男は外で働き，女は家事をする。男

女の分業観が確立し定着して今日に至る。④婚姻の儀式

は，黄族，長者，武士階級に華美に行なわれ，それを商

人が模倣して今日の結婚式の形態が生れた。⑤性の不潔

感があるのは，女性の経済力喪失と共に性が商品化され

た結果であろうか，などが推察された。

職業労働につく女性が家事と職業の二重労鋤に苦し

２５



。婚主は妻方の･母。。生活は･母の一族に依存す為。

。夫姉別産，別塾。。自由離婚

純蛎取婚一平安末期時代

・荘園制社全となり男の労働力が必要となり，長者畷

では自家の娘や下人の娘にかよってくる婿を住みつ

かせて女系大家族ができる。

。夫婦生涯同居，夫婦世帯が単位化する

。婚主は妻方の父，夫がわの父が関係者として蕊場

･長者雁で婿行列華美となり儀式化する。

。女家の低位のときは男家へ進上婚とな為。

。長者が武家になると父系化へ独立する。

。自由難婿が女に不利になる傾向となる。

。夫婦別産別墓

擬制婿取婚一鎌倉南北時代

。男の親が一族をひきいて,他にうつり，あとへ妻が来

て婿取をする形で，母系原理の最後の抵抗を示す。

君主が臣下の背景的幡主となりはじめる。

。社会の階層分化により下晒者は求婚の資格なく暴力

でメトリを行った，人さらい，人買い商人の出現。

。財産椎を女性は失い家父長制に移行する。

嫁取婚一室町，安土，江戸時代

・家父長大家族，直系的家父長家族となる。

。家父長が嫁をとるので，結婚当時者の合意は不義,，

大逆罪となる。

。私有財産の相続者を生むための妻で，子なきは去る

などの律令ができる。

。女性に一方的貞操の強要。

。追い出し離婚，夫の一方的宣告で離婚される。

・女性の性具視，家内奴隷視。

。女性の‘性の商品化，私蝿，公娼ができる。

。男女の分業絶頂となる。

。直系的家父長家族は陰惨な嫁姑の対立関係をおこす

。メカケの多いほど身分が商いとされた。

。嫁行列の華美。

寄合婚への歩承一明治大正昭和時代

･明治憲法は家父長制家族制度の再編で嫁取婚。

。資本主義の開まくにより婦人労働者が自由恋愛の尖

践者となる。

。女性のめざあ，樋口一葉，与謝野晶子の文学や平嫁

ら1,,ちょうの女性解放思想あらわれる。

。良妻賢母の女子教育が行われた。

。娼婦社交の繁栄。

。新懲法により同権的夫婦制度が規定された。

妻の財産相続権ができ，無能力扱いを廃止。相続の

猪子平等，氏称の自由，一方的姦通罪廃止等。

。婦人参政権盤得。

（東京都立第二商業高等学校）

屍

」

〃零要

＜婚姻史抜粋＞（参考資料）

専門婚一大和時代

・氏族述合図出現生活の保障は氏族共同体

・女はツマヤに住み男をかよわせて婚姻生活を営む。

。夫婦の結婚は弱く離婚も簡単。

。婚主は妻方の親，夫がわの親は出ない。

。妬は生活の保障者でなく子種の付与者であった。

。親族感情は母子だけにあった。

購取前期一飛鳥，奈良，平安初期時代。

。行政区画で都市と田舎が，都市で貴族，田舎で長者

の階級ができる。父の氏姓がよければ父の名を子供

に名のらせたので父系の観念が芽ばえる。

。土地は共有から私有にかわる。

。父母がはっきりし，夫婦が別居から同居へすすむ。

２６

み，職業人としては社会的に低く評価される不利が明確

になり，女性の経済力向上が急務であることを知る。又

今日のように制度上だけでも，男女同嫌時代に生れた幸

福を捕切に思うと生徒達は感想をのべている。ともかく

現在の結婚観，家庭観，分業観，男女観が，歴史的流れ

のなかに，はげしく変っているものであることを知るだ

けでも，創造的生活に役立つものであると考えられる。

（４）民主的国家組織について

組織の単位が個人であり，個人の小グループである家

庭が，閉鎖されているかぎり人間を中心にすえた国家組

織はあり得ない。人間は生来権力意識をもちやすいもの

であるから，ヨコ組織の成立に努力すれば，タテ組織の

権力意識を防止することができる。地方自治の民主化に

も目をむけさせ，社会に役に立つ仕事を生きるよろこび

に持たせるようにしたい。

おわりに

以上の４つを主眼として展開し，将来子どもに重大な

影響を与える母性の社会感情を育てたいと思う。最近は

とくに生徒たちの意欲のなさが目立っている。生徒の無

意欲は親や，大人たちの無意欲につながる。意欲的に働

きうる仕事がないと，個人も組織も病気になる。社会と

つながりのうすい家庭の仕事は，いかに忙しくても生き

がいを感ずることはむずかしい。分業の!''に生きるよろ

こびは生れないとして，ベルトコンベアー方式を，グル

ープ方式の生産にあらためた企業もあると聞く。社会の

病理現象を予防するためにも，・個人と家庭と社会の関連

を正しく見つめさせて，共同･体を意識した利己的でない

行動のできる人間として育てたい。そのために家庭一般

のなかみも検討して行きたいと考えている。



手弁当の研究会参加と国民の期待

第１８回研究大会 の 総 括

部研究

材料学習と加工技術の系統性

られた。「疑う主体の確立」が研究の第一歩である。

基調提案は，みんなが提案者になったつもりで語り合

おう。教育課程について研究しよう。これまでの研究の

成果の紹介。本大会の研究課題が，紹介された。それに

続き，教師の共通な悩み，しかも生徒のしあわせに焦点

をあてた，教育条件の改善運動の成功例がのべられ，教

師の職能的良心を総雄することの大切さが，語られた。

これらはいずれもオリエンテーションとしての位置づ

けがなされるべきだろう。これについて研究部の総括に

おいて，教育課程の変遷を問題にするとき，「･作業科へ

の傾斜」のおそれ－すなわち，教育内容を不問にふし

ながら，勤労主義・鍛練主義をうたいあげる－がある

ことを警戒すべきであることと，本教科の本衝を明らか

にしつつ，技術教育を一般化する運動（本誌６９，８月号

ｐ３～）を強調する必要があったという批判が述べら

れた。

第18次産業教育研究大会は，現場からの「新しい教育

課程の建設」をめざして，広脇で開かれた。参会者の多

くは，大会に先だって行なわれた，原水爆記念行事に参

加したひとぴとであり，平和の原点にたちかえり，この

問題を自らの眼で，皮ふで学びとろうとしたひとびとで

もあった。われわれ教育に従事するものにとって，平和

と民主主義は，素通りするこ§とを許さない問題であろ
う。

●

参加者の多くは，何万円もの身ぜIこを切り，手弁当で

この大会に参加した。朝日新聞は，９月２日，つぎのよ

うな記事をのせた。「こういう集会への参加者の数は，

とても正確にはつかめないが，合計すると，数万に達す

るだろう。手弁当でこれだけの先生が自発的に研究集会

に参加したということは，日本の教育の将来に希望をも

たせるものだ」……「大学の先生の商説を拝聴しようと

いうのではなく，自分の実践教育を蝋かなものにしてい

くにはどうすればよいかということがこの人たちの集会

参加の根本の動機であった」……「民間教育団体は，共

通の問題をかかえている。それは，1958年の勤務評定実

施や教育課程改定から10年をへて，1970年代にさしかか

ろうとする今日，その70年代にどう教育研究運動を展開

するかという問題である」……「先生たちのこの教育へ

の情熱と科学的探究の精神に，国民は期待を寄せている

のである｡」

これまでの加工分科会は，おもに，労働手段・道具と

機械，および，労仙の問題がより多く語られてきたｃこ

れに対し，労働対象としての材料の技術的性質を徹底的

に指導し，それと加工技術を系統的にあつかった，提案

がなされた。特に近藤氏（福岡）の提案は，材料の技術

的性質・切削・加工・曲げ加工を中心として，教科のね

らいとからませて，実験・計測・製作を系統的に展開す

る。

また青木氏は，材料の徹底的研究が加工学習にかかせ

ないとして，火床を作り，物をつかむ道具やっとこを製

作させた本格的な実践報告。

技術史のとりあげにおいては，労働手段の技術史がそ

の中心に位置づけられるべきであるとして特に工作機械

が取りあげられた。

この他，加工学習の全体にあたって，各内容の関連

生徒の発達と教材の配列など教科全体への広がりを前提

でき
』

子ども不在の教育課程を克服する道

日頭の記念講演は，職業科および，職業家庭科時代の

教育の編成過程をたどりながら，利益代表の勢力争いの

うえに，子ども不在の教育課程ができてきたことにふ

れ，現場教師の創造的教育実践を通じて，教科課程の編

成がなされるべきだと主張した。教師が創造的教育実践

を行なうためには，固定概念をもつことの不毛性がのべ

2７
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とした総括的な提案もなされた。

提案が多く，‐1-分討論をつくすことができないほども

りたくさんの内容であった。

重点にした小学校の尾崎氏の実践，献立学習からの脱皮

をはかり，食品の化学的認識調理学的な技術の基礎・

栄養学的な食品をどのように位置づけていくか坂本氏の

提案，家庭生活と家庭科をとりあげた中本氏の高校から

の提案がなされた。男女共学の布加工の実践が植村･氏か

らなされ，小中満からそれぞれ提案がなされた。

結局，家庭科とはどんな教科であろうかという疑問が

改めて問いかえされたことは大きな収穫といえよう。

独創的な実践と伝統的実践

；機械分科会は，提案者側のユニークな実践と，自娠車

・原動機の個別機械の整備学習の実践が討論された。

京都の馬場氏は，「機械を利用した生産技術学習」と

いう自主教科書を中心に，旋盤によるねじ切り，インボ

リコート曲線から歯車模型の製作と深くつっこんだ実践

が発表された。

わかる機械学習と銘打った小池氏の実践は道具から機

械への技術史的なアプローチも，みんなが作る機械学

習，学習の大衆化・一般化が取りあげられた。男女共学

での機械学習の実践が本間氏からなされた。これに対し

て伝統的な自転車を徹底的に教えることによって，生き

て働く学力，疑問・解決方法の発見が身につくとする参

会者からの声もあり，実践のちがいが，十分な討論の深

まりをみなかったようである。

総括１新しい論理構成の必要性

今年もこれまで産教連には見られなかったユニークな

質的にも商い実践報告がなされ，実践の多様性と本質的

な問題の提起がなされた。この段階において，ァ韮

本的な文献を徹底的に読みあう必要がある。イ新し

い提案を研究部で十分討論しあい，学びとっていく。例

えば技術論や，認織論・教科構造論・教育研究のあり方

などにたちいった検討をし５これまでの実践的な研究の

成果を集大成する必要がある‘，

｡

総括２自主編成を推進するために

電気学習をすべてのものに

今年，全分野にわたって，不完全ながらも自主教科書

を持ちこんで，討論したことは大きな前進であると考え

る。これは，本教科を一般化する道であり，その前提に

男女共学がある。男女共学と自主編成は切っても切れな

い関係である。またゆきわたらない，分野の自主教科書

の継続的研究，およびすでにできている分野の実践を通

した組みかえを徹底的に進める。

本大会の主要な柱であった新しい学習指導要領の批判

的検討が，あまりふかめられなかったことを反省し，批

判と対策としての自主編成を平行してすすめなければな

らない。私たちはこれらの運動を独自に推進すると同時

に，職場や地域，そのほか民主的な教育研究団体との遮

継を強化する必要がある。特に職場・地域での実状とし

ては．私たちの運動をそのまま受け入れるほど技術・家

庭科教育に対する関心が強いとはいえない。技術教育の

一般化の運動を全体的なものとするためには，現行の技

術・家庭科の指導要領や教科書の根底にある反動性・非

民主性を訴え，男女差別の内容を明らかにすると同時

に，その対案に基づいた実践的な運動を欠かすことはで

きない。私たちはこうした運動が可能になる職場や地域

の民主化運動にも深い関心を持ちたいと思う。

総括３１時間でも２時間でも男女共学の実

践を拡大しよう

男子にも女子にも，誰れにでもわかる電気学習をめざ

す，熊谷氏の提案は，お器さんを作らない女子にもわか

る電気学習として，全生徒が活動できるような物的条件

の確立，教育内霧の編成をめざした実践報告であったた

め，教育内容の面からも，男女共学の面からも本質的な

討論力;きびしく行なわれた。男女共学がなぜ必要か，男

女の特性論も出て，本質的討論となった。

この外，回路要素をどこでどのように教えるべきか。

計測機器をどのようにとらえ，どう指導すべきかなどが

討議され，自主教科書による授業の展開が紹介された。 且

癖
坐

問題の所在を追求した家庭科分科会

今年度は家庭科分科会が人数のうえで，圧倒的に多

く，多くの問題点が出された。

参加者の多くは，現在の学習指導要領では，仕事の内

容が多く，多忙であり非徽に不満が多い。

被服製作などでは，きらいな生徒もかなり多い。どん

な指導方法をとればよいかという悩みが語りあわれた。

これらの疑問や悩みは，教師の指導法に閲・係している

ことはもちろんであるが，教育内霧そのものの検討なし

には解決できないことが気づかれていなかったようであ

る。後半に，家庭科の本斑を考えた，「人間が生命を維

持するためになぜ衣服を精用しなければならないか」を

２８
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男女共学の実践家は異句同音に「１つの教室に男女が

いることは非常に授業がやり易い」と云っている。しか

し家庭科教師の１部は女子だけの授業が容易である日常

になれてしまっており，生き生きとした感動に触れられ

ないのではないかという心配もある。私たちは小学佼に

おける家庭科の男女共学の発展の道すじを考え，技術・

家庭科が普通教育の一環として位置づけられねばならな

いことを前提として研究運動を進めてきたが，さらに一

歩前進して，現在のわくの中で苦しんでいる教師と共に

語り合い，お互いが自信を持てるようになりたい。具体

的には女子向きにも工的分野がある。まずここから助け

合い１時間の共学を実現させよう。そして技術教師も小

学校家庭科の発展を共に考えて行こう。そうした中で私

たちの運動について知らせ共に手を携えて歩んで行こう

ではないか。

総括４研究の自由を広めよう

これまでの研究がとかく本教内の研究であり，職場全

体とのつながりが稀薄ではなかったか，という反省がだ

されている。

また，今回すぐれた実践を持参した，京都・福岡・静

岡・広島などは，いずれも研究サークルの中で深められ

たものであり，そのサークルの水準を示すものであっ

糖鋲
職業訓練の入所者

一高校卒が中心に一

周知のように，中卒者の進学率の上昇により，中卒者

の就職希望者が激減し，中卒者をおもな対象としていた

職業訓練所は，各地とも訓練生が定員にみたなくなって

きている。高卒者の就職希望者の絶対数は毎年激増し，

企業の労働力給源は，高校卒に切りかわってきている。

大都市近傍の大企業をしらべてみると，補校卒を現場作

業員として大遮に採用し，短期間の職業訓練をおこなっ

て，現場に配置している。こうした率情を反映して，公

共職業訓練所では，高校卒を入所させて訓練することを

主体とするように切りかわってきている。そのために

は，これまでの訓練所の施設・設備を整術・強化するこ

とが行なわれはじめている。このような状況がすすみ，

あと10年もすると，一方では商校卒を対象とする職業訓

た。各地にサークルを作り，自主研究をすすめること

が，研究の自由を地域的にも内容的にも広げることとな

る。

地域間交流の必要と技術教育紙の内容の充実，普及に

ついて，十分に検討する必要がある。特に地方の実践に

ついての討論を強化するために，雑誌「技術教育」をさ

らに機関紙的なものにして行く努力が要求されたが，こ

の問題はさっそく具体化すべく編集部で討議された。基

本的には，地方からもどしどし実践例や主張を投稿して

いただき，主要論文については必ず毎月の定例研究会で

問題にし，その内容を発表するようにしたい。技術教育

の一般化がどのような道すじを辿るにせよ。自由な研究

・実践・そして討論は欠かすことのできない源泉であ

る。全国の技術科・家庭科教師及び関係各位のご協力を

切望したい。

〔後記〕このまとめは８月23日・９月３日の東京グル

ープの定‘例研究会での発言を大ざっぱにまとめたもの，

で，今次大会の内容を的確に反映していない点もある

し，大切な内容に立ち入っていない不十分なものです。

参会者各任の忌'隙のないご意見を研究部又は事務局宛お

寄せ下さい。

（村･田・・佐藤)，

一画冬【望角窒一一一＝■■極＝ー

練所の整備強化，他方では工専卒業生とにはさまれて，

現在の工業高校が企業側からもその存在理由を問われる

にいたるだろうことが予測される。現在多くの工業高校

では，「高度成長」による売手市場であるため，工高教

青について昔の夢を追って，「中型技術者韮成」ができ

るかのように考えて，のんびりしている状態が多いが，

いまにして工高教育のありかたを根本的に再検討をはじ

めなければ，工業高:佼無用論が，「頼りにしている」企

業側からおこってこないとはいえないだろう。また，文

教政策の面からも，毎年50数億をとくに工高の技術教育

に支出することの意義が，企業・社会から訓難されるこ

とも出かねまじい事態が早晩あらわれてきて，ここから

も，工業高校の存在理由が問われることになるだろう。

約10年前ごろ，農業高校の再編成がおこなわれたが，こ

のたびは，工業高校を中心に，現在の職業課程全般が間

題となるだろう。（Ａ）
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スモスの短日処理と

栽培学習

．

平井 屯

3０

１まえがき

技術家庭科の中で特に問題の多いのは栽培分野であろ

う。栽培分野の研究授業はあまり参観したことがない。

本誌にも指摘されているように新指導要領では３年で学

習する。これでは授業が校庭の緑化に奉仕することにな

らないとも限らない。授業はおしゃべりの連続かスライ

ドを見て説明をうけたまわることになりやすい。

おしゃべりの前で黙って座っていることは苦痛であ

る。子どもは目前の対象物にとりかかって操作してみた

いのだ。エンジンの学習になれば，すぐ分解したり，阿

転してみようとむずむずしている。破損を恐れる管理教

師は，条件をつけてあれこれと子どもの活動を鈍化させ

てしまう。おしゃべりとわけのわからない部品の名前を

党えさせ１回分解して組み立てるとエンジンの学習は終

了する。

栽端分野でも，同じように言葉を覚えさせて，溌水管

理と草引き専門であとは校庭緑化にすべてを解消しよう

とする。

技術は生産に結びついたものであり’自然に関する認

識と結合した労働手段である。実践を要求する以上，理

論をもとにして，月標をもった動作をくりかえさなくて

は，生物生産上の問題点を解決する手段は浮かばないで

あろう。

短日植物という知識をもとに実践し’しや光栽培をす

るうえでの問題点を発見する。こうして自然をコントロ

ールし間的にかなった生産を計画し実践する能力をつけ

させよう。

本誌（No.195）の「栽培学習の現代的意義と研究の方

向」に発表されている浜田氏の２酸化炭素の濃度をあげ

て生育の差を光合成と結びつけた報告を読んで勇気づけ

られた。マツバボタンを使用してさっそく確かめてみ

た。コスモスの短日処理とあわせて子ども達は大変興味

を示した。なかには技術科がすきになったという者まで

現われて来た。光合成についてはまだ１年目であるの

で，子ども達に与えるうえでの解決しなくてはならぬ点

多くまとまったものになっていない。コスモスの短日処

理は３年間くりかえしたので，生徒作文を中心にこれを

つぎに報告することにする。

２短日処理を始めたころから栽培学習にとり入れるま

で

：校庭緑化を中心においた授業をくりかえしていた。し

や光栽培や電照栽培についてスライドや写真などを利用

して説明する。開花は自然にするものである。本当に日

照時間に関係あるのだろうか。説明では半幡半疑の顔が

多かった。教科幹にかいているからウソではあるまい。

「コスモスを６月に咲かすという話を聞いたとき，そん

なことが本当にできるのだろうかと思った。先生が短日

処理をすると６月ごろに咲くとおつしやた。それでもま

だ確信が持てなかった。しかし実際にやっていく間にだ

いたいわかって来た。花が咲いたときようやく解ってき

た｡」

恐らくこのような認識であったろう。教師もこの時間

がくるとチョーク１本と図表などで気の進まぬ毎日であ

った。実習は草引きと種まきであとは潅水とせまい花城

にへばりついていた。草花を生徒に持参させ管理するく

らいであった。

生徒の持って来た巾にコスモスの苗が多数あったのを

見て，短日植物であることに気づく。短日処理をしてみ

てはと思いつく。

６月中旬で遅いと思ったが，とにかく実践とベニヤ板

で暗箱をこしらえる。ペンキを塗って仕上げる。ホーム

ルーム後コスモスに被せ，朝とりのぞくよう毎日の管理

を計面する。対照区をもうけ両者を比較するよう指導し

た。

鐸
延

《
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短日処理後すぐ気のつくことは，草丈が伸びることで

あった。子ども達は大きくなったから，もうすぐ花が咲

くものと期待していた。しかししや光の効果を開花して

認めたのは７月のおわりで夏休みにかかる前であった。

学期末整理の多忙さのため，観察するように指示したが

子ども達の問題意識が低下して授業に組み入れる面では

失敗であった。また圃場が教室や職員室から離れている

ため，毎日の観察を子どもとともにできなかったのも原

因の１つであった。しや光の効果を認めたのは進歩であ

り次回への自信を強めた。

２年目は短日処理を早く始めること，観察を注意深く

させ，問題意識を常に高めるよう授業その他で意識的に

とりあげ注意をうながした。しかし工事のためコスモス

がみんなつぶされてものにならなかった。管理しやすい

目のよくゆきとどくところに植えておくことの必要性を

再び病感することになった。

３年目になる。実験の漁らいを常に意識させ管理しや

すいように職員室の前に定植する。６本づっしや光区と

対照区の２グループとする。花を

咲かす方法を問う。当地方で花を

みないときに咲かす方法と条件をｃｍ
ｌＯＯ

つける。子ども達Iま，水をやる，

肥料をやる，ビニールでおおって単
温度をあげてみる等，管理上の注火
意のみをあげた。

短日植物ということを知らせ，

教師の方法を持ち出して，教師対

生徒で早く咲かす競争をしようと

話しかける。すると「どんな方法

であってもよいか」と質問するか

ら，しや光をしないならどうしよ

うと自由であると言っておく。子５Ｃ
ども達は大変喜んで，よしやろう

という心がまえができた。

しや光の期間は定植後開花まで

にする。子ども達に毎日の役目を

決めさせる。なかには「花を咲か

せるときは，毎日朝きたときと，

かえりしにふたをしめていたが，

少しめんどかつた」というような

者もあった。１日でも忘れるとし

ゃ光の効果がうすれるから忘れな

いよう注意せよ。どんな変化があ

らわれるか観察するようノートに
5/1２

記録らんをつくらせる。しや光を始めたのは５月12日で

コスモスの草丈は平均して１０ｃｍくらいであった。

対照区をしや光区のとなりに植えて比較しやすいよう

にする。草花と環境のところで開花と日長について前も

って学習した上で，実際に応用し確実な知撤に高めるこ

とをねらいにした。教師のコスモスは肥料はあたえない

水は枯れぬ程度に与えることにして，短日の効果をひき

たてるよう配慮した。

３短日処理の結果と考察

図１に草丈，着篭開花日，分枝の数をまとめている。

すべて六個体の平均値である。グラフで示すのは，対照

区の草丈の変化である。子ども達の作文からみてみよ

う。

「ぼくたちは技術の時間短|とI処理ということを習いコ

スモスで実験し，光のあたる時間を短くした。短日にし

た方は，あまり肥料も水もあたえなく，ぼくたちの方は

水や肥料などをあたえたのに，短日処理の方が’んと茎

も葉も大きく，２区の差が大きい。そしてついに６月1３

図１．コスモスの短日処理
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麦１子どもの感想
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日に花を咲かせた｡」

「始めのころはぼくたちのほうが高さが向かったのに

先生のほうがだんだんと商くなり，もう５０ｃｍ位になっ

ていた。しかしぼくらは負けてはならないと肥料や水を

いつもやって世話をしたが，とうとう６月13日に花が咲

いた｡｣早く咲かせようと一生懸命管理したことが，うか

がえる。

６月の始めに櫛を見る。’0日後開花した。しや光，か

月ほどで短日の効果が表われたので嫌いている。

「ただ光を短かくしただけでこんなに違うのかとびっ

くりした」「ただ日光をあたえる時間を短かくするだけ

なのに，植物ってへんなものだなあと思った」「今実験

しよるので先生のが先に咲いて，ぼくはくやしい」など

とくやしがったり不思議がったりしている。

対照区の分枝は非常にすぐなかった。夏休みになって

も術は発生せず’ｍ大になり茎は１本のままであった。

これらを取りあげれば大きく伸びると花が咲くという誤

りをただす材料にもなろう。子どものなかには，雷が茎

の下部にでき茎の中を成長点までよじのぼって花となる

という考えの者もいた。４〃下旬をしや光の開始にとれ

ば，栽培分野の学習中に結末を知ることになって授業上

有利となろう。

暗箱は32×60×95のものであったが，少し大きめにつ

くるとコスモスを痛めないので良い。草丈60ｃｍくらい

で開花するから，暗箱の高さは１ｍもあれば充分であ

る。しや光下のコスモスは軟弱となるため幅に余ゆうを

持たせると良い。商度耐水合板の２類を使用している

が’３年ですみのほうが少しはげ落ちる程度で，ペンキ

を新しく塗りかえると５～６年間は使用可能である。

４子ども達の反応

短日で開花が促進されるという結果がはっきり認識で

きたあとで感想文をかかせた。実際に応用するうえでの

ことも書くように指示した結果,.表lのようにまとめら

れる。

大部分の者は，しや光栽培の有利なことを認めてい

る。さらに花屋の店先にある花は，このような方法でい

つでも栽培されている。だから，花はいつでも売れるん

だという実感を持てるようになっている。

「町などに行ってみると，いつでも花がある。長日植

物はよく日光にあてるからだ。こんなことをすると季節

はずれの花が見られる。だから，めずらしいから高く売

ることが出来る」

「コスモスは８月～10月にかけて花が咲くのに短日処

理すると，はやく咲くので……コスモスの花が咲かない

ころ売るから人々は珍しく思って買っていく，だから商

売の人はお金がもうかる」

「短日処理をしてコスモスやキクがまだないときに花

を咲かせて金もうけをする」

子どもにとってば珍らしい知識であり，しかも方法が

簡単なので，自分でやってみようという者が沢山あらわ

れた。文章で表わされたのは少ないけれど，授業中に発

言する内雰や子ども同士の話し合いの中に，実践という

心がまえが読みとれる。自宅で実際にしや光して自分の

目で確かめる者もあらわれた。アサガオやその他の短日

植物を選び，コスモス以外で応用する者もあって，子ど

もの心を大きくゆり動かした。

「家でキクの短日処理を一度でいいから，やってみた

いと思う。その結果をノートにまとめて残しておきた

い｡」

「短日処理のしかたを覚えるといつでも応用できる」

そして子どもの夢は次々と広がっていく。

「今まで花や野菜が，いつもより早く目についていた

のは，ビニール温室だけでなく，このようなことを利用

しているのだなと知った。このことからホウレン草など

は，早く食べたい時は，短日にして，食べられなくあま

るくらいのときは，長旧にして，とうをたたせないよう

にすればいいということが次々とわかった。コスモスの

場合は短I:1処理であったが今度は秋まきのスイートピー

『-面

3２

感想の内容

応
用
と
疑
問

理
解
と
考
察

いろいろな植物に応用して花をいつで

も咲かすことができる。

花のないときに咲かせて高価に取引き

されあ。

ぼくもやってみよう。実際にやって染

た｡

おどろき，不思議だ，なぜだろう。

短日で開花することが理解できた.便利

である。

結果の考察

半信半疑であったが理解できた。

開花させる別な方法の考察

結果をのべるだけ

発見者はえらい。

４
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などをつかって長日処理をして自分の家で実験してみた

いと思う｡」

「短日処理ということをだれがいつごろ発見したのか

わからないが，その人は大変えらいと思う。……短日処

理以外に短ロ植物を咲かせる方法はないのだろうか。例

えば，いま実験中の２酸化炭素をいっぱい入れたビニー

ル箱を短I:i植物にかぶせるとか，短日処理は日のあたる

時間だけど，温度をかえてみるとか，品種改良をすると

か，このようなことはできないものであろうか」

１つの知識をはっきり理解すれば，子どもなりに操作

して予想をたてている。早く開花するという原因を次の

ように分析をする科学者もいる。

「ひょいと日が短かくなってたまげたろう。もう秋に

なりかけたと思って早く実をつくらないといけないと思

ったに違いない。だからあんなに早く花をつけることが

できたのだと思う。……」

「光を短かくしたのはｌか月ぐらいで咲いた。しか

し，光を短かくしていないのは，まだ咲かない，という

ことは，短日植物は光がなによりも養分のようになって

いると言うことが解った」

しや光栽培の方法が解ったとはっきりのべた者は半数

であったが，ほとんど全員の者が理解しているのではな

かろうか。

「長日処理をするより裟用が安くつく。－電気代が

不用ということだろう－人手がいるが長日処理より簡

単である。菊などに応用できて正月頃に店に送ると高い

値段で売れてもうけが多くなる」

秋菊の促成と抑制栽培をごっちゃにしている。秋菊の

促成のつもりだろうが，秋菊は短日にしなくても自然日

長で開花することを忘れているらしい。秋菊の早出し

（６月下旬～７月上旬）と電灯照明による晩生秋菊の抑

制栽培など実際におこなわれている方法を指導する必要

がある。

５しゃ光栽培と授業

実験材料としては，この他にもいろいろある。花芽分

化前と花芽分化後も短日で開花の促進される，ＳＳ型の

爵： 謀 ＊

植物がよいと思う。コスモス，アサガオ，ダイズで実験

できる。ダイズでは花が目立たないため良い材料ではな

いだろう。東北科教協の「やさしくて本奨的な理科実

験」第３集には，ムラサキというアサガオの品種の紹介

がある。これは発芽後５日目に主軸を除いて８時間日長

の短日処理を５回行なうと典型的結果が得られるそうで

ある。コスモスで１か月のひきまわしをしなくても10日

あまりですむことになる。どなたか種子をわけていただ

けないでしょうか。

コスモスを選んだ理由は次の５つである。

①どこにでもあって，苗をたくさん入手しやすい植

物。

②栽培管理の簡単なもの。

③子ども達のほとんどが自然日長下での開花時期を知

っている植物

④短日処理の効果が解りやすいもの。

⑤校庭緑化に奉仕できそうな植物。

さらにつけくわえると，圃場を教室，職員室の近くに

求め毎日の観察をたやすくする配慮が必要である。③は

しや光の意味を読みとらせるため前もって子どもの中に

必要な知識である。

ノートの記録はいろいろできるが，前もってコスモス

にあらわれる徴候を予想し，それを重点的に観察し測定

するとよい。草丈，茎の大きさ，灘の数，開花数などで

ある。毎日の測定は必要なく10日とごでよい。しかし観

察は毎日実施させる必要がある。問題意織を低下させな

いよう教師も共に毎日圃場に出かけて話し合う。

しや光栽培を実践して，子ども連は，しや光を途中で

止めるとどうなるのか，コスモスの茎の色が違うのはな

ぜか，自宅のコスモスはもっと大きいのになぜ咲かない

のか，コスモスの色がちがうのはどうしてか，花が茎を

のぼるから途中で切ってみれば花は見えるのか，など教

師の考えもしない問題を次,々に持ち出すので応答に弱っ

た。おしゃべりでは駄目だなあと，あらためて感じた次

第であった。

（愛媛県佐礼谷中学校）

珠 弟 ＊
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金工万力利用の折り曲げ機と

それによる工具箱の製作

８

ｌヨ

3鋤

田 村一端人

奥野亮輔

図１非職"電‘迦芽｡I識議擢鰯､躍謡鯉＊ー

２製作順序

①図１のように，雌型を作るために,２５口で挺さ300ｍｍ

（本校では材料がこれしかなかったのでこの寸法にし

た）の鋼材をシェーパーまたはフライス盤で90｡のＶ渉

をつける（小さな町工場で簡単に切削してくれる）

②万力のはさみ口のはさみ板を止めているネジ間隔と等

しく雌型のＶ溝の上にネジの入る穴（頭をＶ淡の底より

低くする）をあける。

③雄型はアングル鋼材（30×30×3）と１８口鋼材を図l

のように電気溶接で組み立てる。この雄型を万力に固定

する場合，雌型と平行をとらなければならないので，取

１ はじめに

厚さ１ｍｍ前後の鋼板をきれいに折り曲げるにはプレ

スを使用するのがよいが，中学校では一般にこのような

プレスが無いので，万力に鋼板をはさんで突部をハンマ

で打って曲げることが多い。このような曲げ方だと，幅

広い材はきれいに折り曲げられない。そこで金工万力

（はさみ口140ｍｍ）を利用して折り曲げ機を作り，そ

の機械を使用して鋼板で工具入れを製作してみた。

β〒

|GＬ

ご凸

’…窟…鱗識謬ｉｉ□謙一……こ溌錐画箇二一
●●竜

凸蕊守

，＄・竜一蓋識寄‘ご=.･一W鴛曹，、Ｎ診』溌瀞螺蕊蕊謬・己㎡博蔀

岡逗睡智■恵子②■■唖詫唱や輝争弱型

万力の穴の距離群も
&や

－１

－－－－－Ｌ－ｉ－－一一一一一Ｌ－Ｌ－－－－
ＩＩＩＩ

Ｌ一つｌＬ－－Ｊ
Ｆ･ｆトイ

､Uク

u制』

上
車
Ｔ
ｌ

丁
謁
上 Ｕ
悲
卿

P＝

同

態 湧‘

』＜"＞護 露豊塗。~一一‐‐＝盃 300

呈一

可ﾛ域認:鴬。１郡．磯

，ｔ渋く爵

-300-

脚ｆ型

Ｔ
爵
上

アングル

(30×30×３）
雪

Ｍ
噸

■
■
』
毎
Ｐ

》
蝿
．
、

一
一
鉢

》
一

坐
烈

》
認
香

料
職

露R 諺 舞 １ 一 ：

雌型暁樺aQ隼J毒
Ｉ陶悪．

●

．Ｉ
…需窯認蕊蕊瞳溌饗溺灘綴嬢蕊．．…

ﾛﾜ･』‘!『糠;画

１
凡
川
雫
咽
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｉ

Ｉ

討
芦
か
角

雪
●
「
弓
膚
ｇ
詞

蝉
偲
笛
凹
仙
酎

轟
》
１
Ｌ
１

画
ｊ
Ⅲ
詞
鋤
翻
調
唾

需
喝
宰
ｂ

蝿割》
》
ｋ
ｕ
温
坐
轄
鍔
殺
附
１
．

割

蕊
万｡

'

つ
函
｛

）－ｔ 、



℃

－

堅 2」胆_g｣＝＝

Ｏロ

①蝶恭
～

I鳴川
Ｃ ３

画面

一弓＝夢

②止め金具

下
呂
１

6侭Ｉ ＝ ー

可

『 Ａ－乳

'-,20--Ｉ

Ⅲ

全体図

蝶番用穴

■

凡
小
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
唖
函
［
Ｗ
蝋
Ａ
肌
１
つ
［

‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
し
一
一
斗
一

l、
LｏＯ。 ももｏ 卜

呂
１
丁
ｌ
目
ｌ
望
Ｉ
ｇ
Ｉ

側
板
留
用
木
ネ
ジ
穴

＝

ど
０ ０
一ーー一一－－一一一一一一一一一

図２

，付け箇所の部分に鋼板などをさし込む必要が生ずるの

で,穴は止めネジ径よりも幾分大き目にしておくとよい。

;④図２のようにして，万力に取り付ける。雄型の主柱は

最低真中と両端が必要である。

３使用例

この折り曲げ機を使用して図３のように厚さ０．８ｍｍ

の鋼板で工具入れ箱を製作してみた。鋼板を少なくする

ことと，折り曲げおよび穴あけを単純化するために，箱

の横側を厚さ１０ｍｍの硬木を使用して木ネジで接合し

た。この製作にあたって，最初は箱本体，ふた，箱側

板，柄，止め金具の５作業を独立させて行なえるので，

各学校に１台このプレスがあれば，工具入れの教材はこ

なせると考えられる。この製作にあたって，ちようつが

いは作れないので購入した。また柄部は曲げてからネジ

は切れないので，ネジを切ってから曲げなければいけな

い。ちようっがいを取り付ける場合，ふたの方にはリベ

ット止めして，箱部の方はハンマが入らないので，ネジ

（4の止めした。この工具箱には金物を入れるので焼き

付け塗装を施すのが望ましい。また，折り曲げ機の使用

なしでもこの製作は可能である。
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｢もの」をつくりかえてゆく過程を

主体的に実践していこうとする態度の形成

一加工技術の習得過程における「評価カード」の活用一

松 田昭八
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ところで，さきに列挙した問題傾向の特質は，たぶん

に「学習態度」の問題をぬきにしては，とうてい解決

を，おしはかることができない点に気づくのである。た

とえていうと，「切削工具をあつかう学習で，反復・練

習の過程を軽視する｡｣とか「ひとりよがり的な傾向をし

めし，共同でおしすすめていこうとしない｡｣などという

ことは，その端的なものといえよう。そこで，こうした

いくたの問題傾向のうち，その一つである例項に主

力をおいた主題「"もの"をつくりかえてゆく過程を，主

体的に実践していこうとする態度の形成」について，そ

の解決をこころみることにした。

次に，なぜ，このような主題を設定したのか，その根

拠を述べてみよう。

（１）たぶんに，他の項目の基底的な性格をもつもので

あり，ここに焦点づけをやっていくならば，関連のある

他の項目も，わずかなりとも，解決の方向をさぐること

ができると思うのである。

（２）当佼生徒の問題傾向もさることながら，本教科で

は「基礎的技術の習得過程において，創造の能力や実践

的な態度を育成する｡｣ということに重点をおいている６

このような基調は，指導要領などに明示されており，あ

らためていうまでもないのであるが，基礎的技術の習得

過程を，きびしく追求せずして，「斯物を創造的に生産

していこうとする態度」などは，けっして育つものでな

いことを，ここでは強調したいのである。したがって，

この項目の問題点を究明することは，じつは本教科の基

調意識を育成することにつながるものなのでとりあげた

いのである。

（３）当校の全体の研究が，「しんけんに生きぬこうと

する態度」をめざして，実践をつみかさねてきたことと

関・係する。すなわち，わたくしたちは，それぞれの教科

や領域では，どのような態度を形成することによって，

１研究のねらい

どこの学校でも「最近の子どもたちは，どうもねばり

がない｡」とか「あの学級の子どもたちは注意散漫な子

どもが多い｡」などと話し合っているように思う。わた

くしたちの学校でも，いままで「教育課程の樵造化」の

主題かかげて，せいいっぱいの研究実践をつみかさねて

きたのであるが，いまなお，技術・家庭科（男子向き）

における学習面においては，いくたの問題傾向をあげる

ことがきる。その主たる点を項目的にあげるならば，次

､のとおりである。

ア「もの」の完成をいそぎ，その過程をおろそかに

するものが多い。

イ反復・練習などの作業学習を軽視しがちである。

ウ作業の過程で，ひとりよがり的な傾向をしめし，

共同でおしすすめていこうとする態度を欠く。

エひとりぴとりの技術的な思考力は，すぐれている

が，集団の中で生かして〉学習集団を高めていこう

としない。

オ技術知識を豊富にもっているけれども，行動と結

合されない。

これらの問題傾向の解決は，その一つをとりあげてみ

ても容易なものでないことを，技術・家庭科教育にご経

験をおもちの方は，知っておられるであろう。１Ｍに，こ

とばで「技術・家庭科教育の目標・内溶・方法を教育課

腿の中に位置づけ，他教科・他領域と調和を保ち本教科

の目的を専一に追求することによって解決できる｡｣など

と言ってみたところで，まったく空虚な叫びとしてきこ

えてくるのである。問題は，実際に，わたくしたちの日

,々の教育の営みにどう作用させていけばよいのか，つま

り「実践の決め手は何なのか」を明らかにして，はじめ

て，そのことばが「教育の営み」として生きてこようと

いうものである。

可

「
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教科の目牒を達成することができるのか，しばしば討議

をしてきた。そして，本教科の教育的意義は，「生産に

必要な技術についての知織と，それを実践する心身の行

動を習得させる｡」ことにあると考えたのである。しか

し，技術に関する知識が，実践に結合しない例は，たく

さんあることを，わたくしたちは，よく知っている。こ

こにおいて，なぜ知縦と技能が結合しないのかを明確に

する必要がある。たとえば「切削角．すくい角，にげ

角」などについての知識が定着されていても，実際に

「のこぎり，かんな」など切削工具をうまく駆使してい

くことができないなどがそれである。これは，たぶんに

「実践的な態度」とかかわりをもち，この問題をぬきに

しては，解決できないのである。そこで，例項をと

りあげることは，生徒が，“技術にかかわる理論と，技

術的行動と結合すべく努力をおしまずやっていこうとす

る態度”いいかえれば「しんけんに生きぬこうとする態

度」に直結する態度であろうと考えたからである。

以上のようなことから，本年度は，木材加工の分野を

とりあげ，次の点に「ねらい」をおき，研究をおしすす

めていく。

１．生徒が，なぜ「もの」の完成をいそぎ，その過程

をおろそかにしようとするのか，その根拠をさぐ

り，「主体的に実践していこうとする態度」をうな

がす要因を明らかにする。

２．「評価カード」という実践の決め手が，態度形成

をどのように変遷させるのかを考察する。とくに，

「主体的に実践していこうとする態度」の形成をう

ながすためには，指導過程で，いつ，どこで，どの

ように「評価カード」を活用すればよいのかを集団

とのかかわりで究明する。

３．以上，考察してきたことがらにもとづいて，「発

見と確認の学習」の視点から，加工技術の指導過程

を再検討し，「主体的に実践する生徒像」をめざし

て，日左の指導にあたる。

２習得過程における態度の問題傾向

１学年のＡ君が，「本立て」を製‘作している過程を，

つぶさに記録にとどめた「製･作記録日誌」を紹介する

と，次のとおりである。ここでは，紙数のつごうで，そ

の一部分を掲載する。

例１

・○月○ロ……「のこぎりぴき」……「のこぎり」が板

にはさまれて，なかなか動かない。おもったより時間

がかかる。ようやく終了してから部分品一個をつくり

,粥

わすれていたのに気づいた。板材が不足したので，友

人から分けてもらうことにして約束した。

・○月○日……「ごぱ・こぐちけずり」……ほかの人た

ちより，すこし遅れているようである。気があせる。

あまり，きれいでないが，あとで「やすり」がけをす

ればよいと思う。

、○月○日……「組象立て」……ぼくの「くぎうち」の

へたなのには，おどろく。全体に「きり」で穴あけが

不足していたようだ。しかも，あちこち，「くぎ」が

曲がったり，は詮出したりしている。しかし，そんな

に目立たないのでよいことにした。

、○月○日…･･･「製作図の寸法と完成作品の寸法」－

蝿蕊Ｗ;鴬〕|….鰯”
（以下略）

以上のような傾向は，Ａ君のみでなく，他の生徒に

も，うかがうことができる。ここにおいて，次のような

問題点を指摘する必要があろう。．

ア自己の構想の欠陥をただそうとせず，ともだちか

ら材料をゆずってもらおうとする傾向。

イ「こぱ，こぐちけずり」「組み立て」の段階で，

「よくなるであろう｡」「まあ，よいであろう｡」と

する’ひとりよがりの判断をしようとする傾向。

ウ製作図の寸法と完成作品の寸法の不一致は，「し

かたのないもの」とあきらめようとする傾向。

エ完成作品が，実際に機能をはたしてくれれば，そ

れでよいと考える傾向。

そこで，わたくしは，Ａ君が，なぜ「もの」の完成を

いそぎ，その過程をおろそかにするのか，彼に聞いてみ

た。以下その一部分を紹介する。（Ｔは教師，Ｐは生徒

をあらわす｡）

例２

Ｔ「平けずり」では，どんな点に気をくばったの

Ｐ平面にけずるように「かんな身」の調整や板材のけ

ずる方向など考えてやりました。でも刃先の出が０．０７

～０．２ｍｍと，わかっているんですが，実際にうまくい

きません。木表や木裏のけずる方向なんかも，正しく

先生のいわれるようにするんですが，木目がいりくん

でいたりして，きれいにけずれないことがあります。

Ｔなるほど，そこで，あきらめて次へ進んでしまうん

だね。

Ｐそれもそうですが，「きれいにけずる」といっても扉

どの程度なのか，よくわからない点もあります。そし

グー』

ー



『可

て，ともだちが，自分より作業の進度がはやいと，じ

っくり考えもしないで，先をいそぎます。それも，と

もだちの表面的な作業状況だけが目にうつり，すぐれ

た考えや，学ぷべき点など，すっかり，わすれ去って

しまいます。

３習得過程における態度形成

例３

いままで，「かんな」をつかうと，かえって，ぎざぎ

ざになった。きょうの授業で，いままでは，刃をだしす

ぎていたことがわかった。いろいろ，めんどうな扱い方

を教えてもらったがそのとおりにやって承ると，なるほ

ど，うまくけずれた。小学校のときは，「かんな」がけ

をすると，出てくるくずが，ポサポサしているのに，き

ようの授業で，先生のいうとおりにすると，紙のような

くずが，おもしろいようにでてきた。もう「やすり」に

たよらなくてもよくなった。このことから，「きらい」

であった「かんながけ」が，おもしろくなった。これか

らが楽し象である。

この作文は，１年生の「平けずり」の授業直後，Ｂ君

が記述したものである。この作文例から，いかに技術の

理論と実践の結合が，態度形成に重要な決め手となるの

かが明らかであろう。

ところで，こうした態度を問題にするときは「興味」

をぬきにしては語ることができない。「態度は興味を出

発点とする｡｣といわれていることからして，まず，当校

生徒の興味調査をこころみた。ここでは，紙数のつごう

もあるので，その結果をしめすことにする。

アできあがった「もの」に対して，ひじように興味

をひくけれども，もし失敗した「もの」であるなら

ば，逆に興味がなくなるという傾向をしめす。つま

り結果の成功，不成功が大きく左右する。

イ生徒は，直観的，具体的な対象に，ひじょうに興

味をしめすが，一般化，抽象化していこうとする法

則の認識をきらう生徒もかなりいる。しかし，いっ

たん法則化し，それを実践によって確かめ，もじど

おりその法則を生かしたときに「よろこび」を感ず

る。

ウ興味をしめすということは，学習に対して主体的

にとりくもうとする「きびしい態度・訓練習熟」な

どに，いとわず「注意」を集中する。また「もの」

をつくることに興味をもっていることが，商学年に

すすむにしたがって，実践的な興味にとどまらず，

理論的興味にも関心をしめしてくる傾向にある。

エ「もの」をつくることは，おおいに興味をしめす

．が，その過程で，技術的な知識を，かくとくしよう

とする意欲が不足しているものもいる。

オ技術そのものが本来もっている粘度・正確さなど

が要求されると，生徒の過半数は，興味をひき，注

意深くなる。

以上のことから「興味・関心」を充足してやること

は，いかに「主体的に実践していこうとする態度」の形

成をうながすかが明らかであろう。こうした調査結果は

例２のＡ君の行動，例３のＢ君の事例と合致しているこ

とからうなずけよう。すなわちＡ君は，技術的知識を実

践によって体系化しようとする態度に欠けているし，Ｂ

君は，その反対の態度傾向をしめすものといえよう。

そこで，技術・家庭科における態度形成については，

主題を解決するために，次の二つの項目に重点をおくこ

とにした。

その１．技術的知識を実践をとおして体系化していこ

うとする態度

その２．技術的行動をおこそうとする態度

こうした態度形成を実践する決め手は，「相互評･価カ

ード」の効果的な活用にあると考えるのである。以下，

「発見と確認の基本過程」との関連で，その教育的意義

について述べてみよう。

（１）技術的課題の何が確認されなければならないのか

明確にしようとする態度。

「のこぎり」で木材を切削しはじめたが，スムーズに

切削することができない。いったい，どこに原因がある

のか，「評価カード」を手がかりとして相互観察によっ

て，その課題を確認させる。

（２）技術的課題の椛造を明確にして，どんな手順で課

題を解決するのか，その方法を発見しようとする態度。

「うまく切削できる」ようにするためには，どんな点

を，どんな手順で解決するのか発見させる。すなわち，

まず「刃もの」の形と機能の関係を実践をとおして体系

化させる。なぜ「切削角」「にげ角」「すくい角」「あ

さり」などがあるのか，どうすれば「正しいのこぎりび

き」ができるのか「評価カード」の項目を手がかりとし

て，２人相互で話し合い，「のこぎりぴき」の実践をと

おして，その方法を発見させる。

（３）技術的課題の何が新しい技術で，何が既知の技術

であるかを確認し，日的にそって，計画的に技術的行動

をおこそうとする態度。

「のこぎり」で「切削する」ことは，既知の「のみ」

「かんな」の「切削角」「にげ角」「すくい角」などと

３９



け|Ｊからだ全体の姿勢は正しいか

こぎりびき」の新しい枝術を造りだし，「切削一般」の

技術の体系を創造していくことになる。

指導の実際

「評価カード」の例示と，その教育的意義

平けずり評価カード（１）

対象生徒年組氏名（Ｘ男）

記録生徒年組氏名（Ｙ男）

４
ⅢＩ

Ｌ〆ヒー

「

Ｈ材料をしっかり固定しているか

平|Ｉかんなのもち方は正しいか

Ｈ材料をしっかり固定しているか

平Ｉかんなのもち方は正しいか

けＪからだ全体の姿勢は正しいか

ずＫいちょうな力でひくか

りＬ材料と平行な方向でひくか
Ｍきれいにけずれたか

～------~Ｉ

共通していることを確認させ，さらに「あさり」「ひき

込み角」が新しい技術であることを確認させる。そし§て

「すみつけ線の外側をきれいに正確にひく」ため，反復

・練習の実践をつみかさねる。「評価カード」は２人相

互でおこなうので，あいての「正しい切削の行動」を積

極的にとりいれてゆくことができる。とくに，反復・練

習の実践は，「評価カード」でチェックをしていくこと

によって，学習成果の商まりをあらわすことができ，発

見の契機となる重要な決め手となろう。

（４）枝術的課題を解決したことによって，その方式に

よる実践の適否を判断し，つぎの課題解決に活用しよう

とする態度。

正しい「のこぎりぴき」ができたことによって，どこ

で，自分がつまずいたのかを考えさせ，さらに「切削す

る」という場合，「刃もの」の形態・機能は，対象とな

る加工材と，どんな関係にあるか，そして，どう扱えば

よいのか，「評価カード」の「観察歌:項」と照合しなが

ら，実践の適否を判断する。こうすることによって，技

術的行動と知識の関係を，自分なりに，どのような態度

でのぞめばよいのかが明らかになってこよう。

以上の過程は，さきに述べた，技術的知識を実践をと

おして体系化していこうとする態度と，技術的行動をお

こそうとする態度と混然一体となって，

「基礎的技術の習得を通して，事物を創造的に生産し

ていこうとする態度」を形成するところに，この教科の

独自性をみいだすことができるのである。換言すれば，

「もの」をつくりかえてゆく過程を，主体的に実践して

いこうとする態度形成ということになる。これを加工分

野にかぎって列挙するならば，

ァ．材料の性質を生かし，使用価値の高い製品を製作

しようとする態度

イ．加工に用いられる道具，機械，装腫のしくみと，

それを正しく扱おうとする態度

ウィ作業を完全に，しかも計画的，合理的にすすめて

いく態度

エ．正しい測定で，精度の商い，しかも確実に加工を

おしすすめていこうとする態度

オ．技術が人間の生活にしめる役割を認識し，共同で

技術の発展をうながそうとする態度

などである。こうした「発見と確認の学習」における態

度形成の配慮は，究:極において，創造性をつちかうこと

になろう。たとえば，さきに述べた「のこぎり」で「切

削する」というぱあい，既存の技術の「のみ」「かんな」

などの「切削のしくみ」を再統一して，自己の中に「の

ヘヘゴ、一、〆~〆、ジベゴ一一一戸一面 へ＝Ｌゴミ＝、＝、一角里へ一一､一一，三、餌、三℃己

このような評価カードが，なぜ「もの」をつくりかえ

てゆく過程を，主体的に実践していこうとする態度を形

成するのか，Ｘ男とＹ男の関･係から述べてみよう。いま

かりにＸ男が「平けずり」を実践し，Ｙ男がそれを観察

していたとすると２人相互のあいだは次のようになる。

ア．ＸがＹより，すぐれた技術をもつ場合

Ｙは，Ｘの行動を評価項目にてらしあわせながら，Ｘ

の正しい行動を観察することができる。そしてＹは，Ｘ

のすばらしい「平けずり」の行動を模倣して，自分でや

ってみようとする意欲がでてくる。そして，Ｙは，Ｘに

対して，なぜ，このような学習成果が生じてきたのかを

問いただし，「板材の方向，かんなのあつかい方」など

「平けずり」にかかわる知識を，実践をとおし体系化し

てみる。そして，実践によって正しい「平けずり」の方

法を発見する。Ｙは，さらに何回か，おなじことをくり

かえすことによって，発見した事項を，自己の心身に定

着しようとする。いわゆる習熟の「確認」をみずから実

践する。

イ．ＹがＸよりすぐれた技術をもつ場合。

Ｘが，「板材の方向」を誤って切削をしているとき，

Ｙは，さっそくＸに対して「木うらのけずり方は“も

と”から“すえ”の方向にひく」ことを助言する。Ｘ

凍一

4０

｛

準

備

項 目 |行動
Ａかんな身のぬき方は正しいか

Ｂかんなのさし方は正しいか

Ｃ刃先のでぐあいばよいか

Ｄ刃先のでぐあいの検査方法はよいか

Ｅうらがねの調節方法は正しいか

Ｆうらがねのひきこ象ぐあいばよいか

Ｇ木目の方向を考えて材料をおいたか

|評価



角

可

は，なぜそうしなければならないのかＹに問いただす。

Ｙは「こば」の木目の方向をしめして，その根拠を説明

する。こうした，マンツーマンによる話し合いは，Ｘに

とっては，じょうずに切削しようとする発見の契機であ

る確認事項を，とおりすぎようとしたのを，未然に防止

してくれたわけである。

ウ．Ｘ，Ｙがそれぞれ，おなじレベルの技術の場合。

この場合は，Ｘ，Ｙいずれも，クラスのレベル以上に

すぐれているときと，以下のときが考えられる。編成の

さいは，ア，イのように，いずれかの生徒が，クラスの

平均または，それ以上のレベルをもつような編成にする

必要がある。しかし，いずれの生徒も，クラスのレベル

以下であった場合が，問題になる。ここでは，次のよう

な関係を生みだすことができよう。

たとえば，Ｘが「板材の方向」を誤って切削している

'のではないか，よく判定できないので，Ｘに問いただ

･す。Ｘもよくわからない。そこで，Ｘ，Ｙは，グループ

のＺに問いただす。あるいは，教師に問いただす。こう

･する作用によって，Ｘ，Ｙも不確実な知識を確実にして

いく「確認」がなされる。もちろん，Ｘ，Ｙがクラスの

レベル以上であったとしても，特定の課題に対して，不

確定な技術を有する場合も考えられる。こうしたときに

は，４人グループの相互の「討議」や，教師に対して，

指示・案内・進行をうけるような方向にもっていかなけ

ればならない。

エ「評価」の過程における教育的意義

Ｘが，Ｙから評価してもらう段階は，自己が正しくで

きるようになってから判定してもらう。そこで，「よい

‘評価」（目標でもある)をめざして，Ｘは，反復・練習を

して，正しく切削ができる法則性を発見しようとする。

しかも，この反復・練習は，「小箱づくり」を製作する

過程で，実践するので，成功感にひたることができる。

そして自己が「発見」した事項は，「正しくなされたの

である」という評価が，Ｙからなされ，ますます意を強

くする。なお，ＸはＹから評価してもらう事前に，「評

･価カード」の項目にそって，自己確認がなされ，Ｙから

指摘される前に，誤っていた点をただすことができる。

（２）授業実践における「評価カード」の提示

①「評価カード」作成上の留意事項

主題のような「態度形成」をうながすためには，「評

価カード」を，どのような配慮で作成したのか項目的に

まとめてみると次のとおりである。

ア．生徒が，製作の段階で，どのように進行していけ

ばよいのか，案内役をするように「平けずり」……「木

取り」……「のこぎりぴき」……「こぱけずり」「こぐ

ちけずり」……「組み立て」……「塗装」など段階別

に，それぞれのカードを作成する。

イ．技術的行動の基本的な項目のみをおさえ，生徒が

「みればわかる」というようにする。たとえば，「刃先

のでぐあいはよいか」といったような疑問のかたちで，

なげかけ，ずばりわかるようにする。しかも，項目を複

雑多岐にわたらせないで，チェックにとまどうことがな

いようにする。

ウ．「評価の柵」のみでなく「行動の欄」を設定し，

行動の順序がチェックできるようにする。ただし，順序

づけのできないぱあいは，あえて記録する必要がないよ

う弾力性をもってあたらせる。

エ．評価項目を記号でチェックさせる関係から，よく

その内容がくみとれないとわるいので，「観察して感ず

ること｡｣を記述させる欄を設定し，おぎないをする。

②「評価カード」の提示方法

次に，このカードを，「いつ，どこで，どのように」

提示をすればよいのか，授業とのかねあいで考察する。

ア．対象１学年３組

イ．期日昭和43年９月25日

ウ．題材「板材の加工」……えんぴつけずり箱

エ．指導目標・構想（略）

オ．本時「切削工具“のこぎり”のしくみとはたら

き」２時間

・ねらい

「両刃のこぎり」の切削のしく承を理解させるこ

とによって，切削作業を安全iこ，正しく，実践し

ようとする態度を形成する。

・展開

ねらい．内容

。両刃のこぎり

の切削のしくみ

について｢の承」

「かんな」の切

削のしく承と比

較分析させ「切

削角．すくい角．

にげ角・刃先角

を確認させる。

学 習 活 動

。本時の課題を

知る

。のこぎりの

｢よこびきのこ

刃｣でよこびき，

たてぴきを「た

てぴきのこ刃」

でよこびき，た

てぴきをおこな

う。

。のこぎりぴき

の結果，気づい

たことをだし合

う。

態度形成上の視点

。のこぎりぴき

を，おこなうさ

いは，教師示範

が，態度形成に

大きな要因をも

たらすので，正

しい姿勢で提示

する。

４７



のこ刃 」 は ， そ ｜ う 実 践 の 重 視

の切断方法を発｜刃」「たてぴきで切削するとい

◎

・前の確認要ﾘｨ:項。両刃のこぎり。

から両刃のこぎについて，観祭

りの「あさり，や測定をとおし

ひき込蕊角」なて，次の点を老

どが｢のみ,かんえる。

な」のしくゑと．切削角（刃先

異なることを詮角．にげ角）

つけださせる。．すくい角

そして対象とな・あさり

る材料を切断さ・歯数

せるこ と に よ っ

て，「のこぎり」。「よこぴきのこ。

の切断方法を発刃」「たてぴき

見させる。のこ刃」は，そ

れぞれの用途に

よって，そのし

くみが異なるこ

とを理解する。

て，「のこぎり」'。「よこぴきのこ。「のこぎり」

。用途に応じた。ここでの切削’

「のこの刃」を（'ま，実験のため

効果的に生かしの材料切削であ

ながら，材料をるが，次におこ

切削する。このなわれる木どり

さい「評価カー加工，部品加エ

ドの項目」にそなどの実践に結

って，マンツー合するたあの基

マン方式で実践盤でもある。

する。したがって，こ

こで「評価カー

ド」を活用させ

ることは切削の

基本の発見事項

を，よりいっそ

う確実化させる

に効果的であろ

う。そうするこ

とによって，加

工技術の実践的

な態度の基調を

育成することが

できよう。

。加工技術にお

ける｢切削｣の実

践は，科学的根

拠にもとづく，

反復・練習する

態度によって，

より締度の高

い，すぐれた技

能が育成できる

ことを体得させ

為。

。自由な話し合

いをおこたわ

せ，これから「の

とぎり」の切削

のしく拳を究明

しようとする鋤

｡菰の薙鶏事項。爾刃のこぎ,|･織繍蕊
から両刃のこぎ｜について，観察り」のしくみ､に

りの「あさり，や測定をとおしついては，単な

ひき込蕊角」なて，次の点を考る知識として，

どが｢のみ,かんえる。 とどまらないよ

な’のしくゑと・・切削角（刃先｜う生徒のもって

異な ることを詮角．に げ 角 ） い る ｢ の こ ぎ り 」 画
『つけださせる。．すくい角を効果的につか

い，具体的に指そして対象とな・あさり

噂をすすあ，輿る材料を切断さ・歯数

味をもたせる。せることに』上:っ

4２

§

自由な話し合

いをおこなわ

せ,これから「の

こぎり」の切削

のしく拳を究明

しようとす為励

機づけをする。

「両刃のこぎ

り」のしくみ､に

ついては，単な

る知識として，

とどまらないよ

う生徒のもって

いる｢のこぎり」

を効果的につか

い，具体的に指

導をすすあ，興

味をもたせる。

「のこぎり」

で切削するとい

う実践の重視

は，切削のしく

ゑを導きだす発

見の契機となろ

う。

見させる。

れぞれの用途に｜は〆切削のしく

よって，そのし｜歌を導きだす発 ここでは,この指導案について実践記録を,紙数のつご

うで割愛せざるをえないが，「のこぎりびき｣の評価カー

ドについて,どのような様態をしめしたのか紹介しよう。

くみが異なると｜見の契機となる

とを理解する。｜う。

４

（注）

○は正しい

行動

×は，誤っ

た行動の、

チェック

をあらわ↑

・す。

ヴョ

国

唖

×

画 園

_~｣’

×Ｃ
|内

抄

くなおった。

「評価カード」を活用してから，Ｘ君は，次のように

述べている。

例４

評価カードは，とてもいいものである。それは，製作

の過程で，どのようなことに気をつけていけばよいの‘

か，はっきりし，失敗することがすぐなくなったという

ことである。それに，まちがっていることが，自分で気

づかなかったとき，友だちからいくつか指摘された。ま

Ｑ官
一
日
■

観察事項ＩＸがＹを観察した記述例

じつにすばらしい。まったく感心した。力のいれ方も

バランスがとれ，うまくひいている。しかも，一見，ゆ

っくりしているようにみえるけれども，正碓でスピード

がある。おおいに参考になった。

観察事項２ＹがＸを観察した記述例

すこし，顔を近づけるために，ひきこみ角度が小さく

なる。さいしよは，すこし，からだが中心線より，はず

れ左右に動いていたけれども，ぼくが注意したので，よ

項 目

準
備

Ａ材料をしっかり固定したか

Ｂのこぎりのもち方と，たて・よこびきのあ

つかいは正しいか。

Ｘ

行 動

１
２

男

評価

○
○

Ｙ

行動

１
２

男

評価

○

○

の
こ
び
き
』

Ｃひきはじめは，おや指をつかい正しくひく

か。

Ｄひきこみ角度は正しいか。

Ｅすみつけ線の外側を顔の中心とのこ身が同

じ平面上にあるようにしてひくか。

３
４
５．７

ねらい．内容 学習活動 態度形成上の視点



可

可

た，友人のことを評価しなければならないので，緊張

し，しぜんと授業にも身がはいるようになった。どうす

れば，う蓑くできるのか「評価カード」は，重要な手が

かりとなった。

５むすび

以上，主題を追求するにあたって，「評価カード」

を活用して，「技術的知識を実践をとおして体系化して

いこうとする態度」と「技術的行動をおこそうとする態

度」の形成に重点をおいて研究をおしすすめてきた。し

高校卒技能者についての調査（１）

－工高校卒とそれ以外の高:佼卒との比較一

さる10月６日，日本産業教育学会第10回大会が大阪市

の科学技術センターで開催された。そのとき，課題研究

の中間報告がおこなわれた。昨年度同学会の研究グルー

プが，質問紙法によって，禰佼卒を採用している202那

業所から，回答をえた結果を報告した。その業種は，鉄

鋼・金属，機械，輸送機器，電気機器，化学その他であ

り，従業員数1000人以上の企業が82で残りは1000以下の

企業である。その調査結果のなかで，工業高校卒とそれ

以外の高校卒とを採用して，訓練した場合の比較につい

て，企業に自由に記入して報告してもらったものがあ

る。その一部をつぎに資料としてかかげることにする。

・高校卒の技能訓練生の約20％は普通科出身である。

かし，いまこの稿をふりかえってみると，いまだ，研究

というより，実践記録の域をでない点が多い。しかし，

日々「主体的に実践する生徒像」をめざして，授業実践

すべく努力をつみかさねている点だけは，はっきりいい

うるのである。たとえ，それが，災い日時を要する無限

の課題であっても……。おわりに拙稿「加工学習の態度

評価の実践について」（技術・家庭教育第19巻第２

号全国職業教育協会）と併読していただき，諸先生が

たのご指導とご叱正をいただけるならば，まことに幸い

である。（新潟大学付属新潟中学校）

Jへ｡，へ

かれらは当初専門学科･技能面で工高卒に若干劣るが,前

後期に区分した場合，前期終了時に，ほぼ同等に追いつ

き，後期にはむしろ工高卒を上まわる結果もでている。

普通科卒は工高卒にくらべて全般にまじめで将来性があ

る。しかし，よくできるものについては，定着面でやや

問題がある（Ｋ製鉄工業)。

・全般的に工商卒と大差がない。性格・態度の面では

工高卒に比して柔軟さを有し，協調性に富んでいる（Ｙ

重工)。

・普通商校卒は，技能面では当初劣るが，工高卒にす

ぐに追いつく。態度・学力の点では，工高卒よりはるか

に優っている（Ｈ製作所)。

・工禰卒に負けていられないという心があるので，熱

心に技術習得に努力する点でよい（Ｋ重工)。

随筆

か変⑤さ;変
⑳松 尾 弼 太 郎著四六判箱入定価６８０儒

全図学校図警館協議会の事務局長で

あり、家庭にあっては、一男二女の

良き父である筆者が、十数年間にわ

たり書き綴った珠玉の|随筆の数葱。

世の先生方、お父さん・お母ざん方

に、ほのぼのとした人間味とたくま

ざるユーモアをもって「親｣｢子_I｢教

師」を語る。国 土 社

"３



《
面

(3)年間指導計画と指導内容の精選について

ねらいを達成するため年間指導計画の樹立と指導

内容の精選について実施した。

ァ．年間指導計画

木材加工における腰かけの

製作学習を通して

小斉浩寿

flI4

一コ＝P!一.＝=今一一一＆壁面雪一一巽一字一匹乙凹”ゴーー■ご勺

イ．指導内容の聯避

・学習指導要領に示されている内容を，どのように取

捨選択すべきかについて研究し，基礎的本項につい

て，具体的に，何について，どの程度まで指導した

らよいか，を施没設備・指導時間数・他教科との関

連・生徒の実態等からみて検討を試みた。

・各項目毎に胤標を設定してみた。

・技術の背景となる原理，原則についてはどんな内容

をどの程度までおさえたらよいかを考察してみた

が，技術の理論については厳格な規定をしないで，

「内蒋の程度」として理論的な知識を含めてみた。

．この研究では学習指導の過程や流れを示すものでな

くあくまで指導内容の精選である。

1塁研究の概要

（１）木材加工の指導でおさえるべき韮礎的要素

ア蕊の種類や性侭用途製作物の形鵬と機瀧
イ麓Ⅲ…約綾術とｪ具や機織の種類。

((2)木材加工の系統的指導計画

ア．計画立案上の基本方針

木材加工学習は，金属加工学習と共に加工学習

としての意義をもつが，特にその材料は繊維の

方向，膨張と収縮など複雑な性礎をもってお

り，また工具，機械の種類や:購造，機能もさま

ざまである。

以上のむずかしさをもつ反面，技術学習とし

てのすぐれた条件をこの分野ほど多く具備して

いる分野は他にないと考えられる。そのため学

習内容も多くなり過ぎるおそれもあるので雌少

限必要な内容に精選し，学習指導に当たって

は，技能を通しての理論の定着をはかることに

つとめている。

イ．指導計画

基礎的技術を，どこで，どのように配列して指

導するかを題材椋に指導計画をたて，内容を精

選し，学習をどの程度におさえたらよいかを研

究し提示した。

掃蕊内容一睡'一厚腰堅'一|蕊'一|蕊｜
基礎師鰐荊函i州i書棚i機能↑｜
事項｣式澱の－強度一燕の一考案一

…-欄(鯛(剛

創造力の育成

戸冒

１
学
期

月

１

２

３

４

１２

３

伐培（20）

設計製図の基礎(25）

機械製図

(28）

イネ，ムギ
(10）

５

４５

６

６

７８

９１０

腰かけの製作

(30）

内燃機関
(25）

７

１１

１２

２

８ ９

本立の製作

（40）

電気
(2の

ブックエンド
(14）

ぶんらん(15）

1０

1819

2021

3球ラジオ

(21）

11112

ちりとりの製作

(20）

３

１

自転車(18）

総合実習
(25）

２１３

:34

135



を理解させ，修正の

穴つくり|さしがね’いかなかった。

しかたを知らせる。

目標紫礎雛術黒|学年｜指導内容の程度
主な木材|L木材’|Lﾏﾂ,ｽギ,ﾋﾉｷ，
の種類，(1)種類と サクラ，カツラ，水

繍 |礎：蝋繍
理解させ らせる。

“|鰹繍ｗ･‘畿撫ふし等について理解

技術の
理論 直角定規，

角のみ盤

くりこぎり

。はじめはよわくたた'！

いてあと30～35回位

でほぞ穴（27ｍｍ）

があいた。

③ほぞ作両刃のこぎ。たてびきは墨つけよ

総霊蕊餐Ｉ
りり

させぁ。

､まさ目,板目，木表』 かつた。

。ほぞの手直しはむずＩ木裏，とぐち，こぱ

13)性質｜・含水率’’3.木材の収縮や膨張を かしかつた。

。さきにきりで穴をあＩと，せん知らせる。

俣駕軸|…いの方向４.木材･の変形のしかた けた方がよくいった■

､雨

３部品の①かんな自動かんな。自動かんな盤では，

加工 が け 盤 でこぽこができた。

②脚のほ鉛筆,の琴，。ほぞ作りに，台の板

ぞげんのう，が動いて思うように

2.荷重と|・引張り’’１.木材の引張り,圧縮‘

継造圧縮，ま’曲げの強さは，せん

いの方向に強く，直①木材の|げ

角方向に弱く，せん強さ

。せんだＩ’だんは，反対である

ことを知らせる。ん

ぞ｜げんのう，｜が動いて思うように

(4)・作業工程表の作成

折りたたみ腰かけ製･作の工程表（２年Ｔ，Ｍ〕

｜｜穴っ《，'灘墓|､…っ恋．’
角のみ盤

くりこぎり

。はじめはよわくたた’

いてあと30～35回位

でほぞ穴（27ｍｍ）｛

があいた。‘

③ほぞ作両刃のこぎ。たてびきは墨つけよ

，，総霊息監塾！
かつた。

。ほぞの手直しはむず！

かしかった。１

１篭:繍,鑑~ﾙ“・震罵糠‘

乳５

反省と記録のらんには作業中困ったこと，気付いた

こと，注意されたこと，改善したいことなどをかい

て，今後の参考にするように記入してもらった。

(5)作業票，学習カード

・作業票，学習カードの作成に当っては，

１°教えること

２．学習すること

３１部品の|①かんな|自動かんな。自動かんな盤では，

加工がけ｜盤 でこほこができた『

②脚のほ|鉛筆,の琴,|・ほぞ作りに，台の板

４

５

６

木部の

組立て

塗装

全体組

立

ぬ
立
横
立
組
げ

と
組
と
組
体
上

脚
の
脚
の
全
て
仕

①
き
て
②
木
て
③
立
④

①素地み

がき

②目止め

③はけぬ

り

④吹きつ

け

①座布張

り

②軸の取

付け

③ナット

止め

木づち，げ

んのう

直角定規

さしがね

かんな

紙やすり

とのこ

容器，ぞう

きん

塗料

コソプレサ

釘，げんの

孔はさ黙，

さしがね

平やすり，

たがね

木づち，万

力，スパナ

。設計を見ないで組立

てまちがえた

。当て木を忘れてたた

いた所に傷がついた

。友達と協力しては力、

どった。

。とのこをはらうとき

塗っている人からは

なれてもらいたい。

｡かわかすとき風のた

めど蕊がついた｡

。２人で組んで組立て

た方がやり易すかつ

た。

｡ナットは始めから正

しく合わせるとＪ胃か

つた。

順序|エ程
１

２

木取り

軸俸の

加工

①材料の

準備

②墨つけ

③切断

①切断

②旋盤が

け

③ねじ切

リ

工具，機械

定規，さし

がね，けぴ

両刃のこぎ

り

丸のこ盤

弓のこ，万

力，鋼尺

斬盤，外パ

ス，ノギス，

万力，ダイ
一
〈

油さし

反省と記録

｡墨つけのとき，木材

が悪くてよくできな

かつた。

｡丸のこ鐙は始めて使

った。

｡万力が少ないので作

業のとき困った。

･まわしハンドルを両

手でおさえた方がら

くだった。



淵
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条
戸
』
和
》

これらを包含されるものを題材や学校の実態に応じ

て作成すると効果的である。

腰かけの製作時の例

＊

:I：

ｒ由

Ｆ】

ｄ
ｑ

■
。
▲

。
”

生徒の活動

思考すること

反省すること

妬

Ｎｏ．２００６ 月 日時限～ 月日時限

題材腰かけの製作２年組氏名

本時のねらい

作 業の順 序

１．の蕊きざみを行なう。

①婆勢と材料の位置をきめる。

｡尻で材を固定し，上体を材料に直角にさせる。

。の承は左手でかつ

ぎる。

らより15ｍｍ位下を裏刃を手前にして，軽く垂直にに

｡げんのうは右手で柄尻いつぱいに木ごし面を下にする。

②図のような順序でむこうまちの象での象きざ象を行なう。

｡第１基準面から脚の幅の約％位ほる。

｡第１基準面を裂返えしし，３面をほり貫通させる。

｡第２基準面から脚の幅の約遜ほる。

｡第２基準面を喪返しし，４面を凝り貫通させぁ。

｡おいれの象でほぞ穴わきを,修正す為。

王LＥ
一一『

’

①

③
⑤
⑦

②
④
⑥
③

｜脚のぬき穴あけを通しの欺の使い方を身につける。

作業の確認

姿勢，の承げ

んのうの持ち

方はよいか

ほぞ穴は寸法

どおりに，正

確に真直にほ

れたか

１

２

３

４

測定･値

×ｍ、

×ｍ、

×ｍ、

×ｍ、

チェック

１．

2．



可

､可

Ｎｏ．20010 月 日時限～ 月日時限

題材腰かけの製作２年組氏名

本時のねらい 自分の設計通りに組桑立てができるようにする。

作 業の順序 ･作業の確認 測定 値 チェック

２

L－1

迩摩
､仮組立ては試

したか。

当て木を･使っ

て順序に従っ

て組立てたか

直角度

_」
(6)工作室使用管理簿

次の目的で管理簿を作成し学習の効果を高めること

につとめている。

目的

①工具の使用管理を完全にする。

②工具の使用度を知る。

③．使用後のあとしまつと記録の習仙養成。

④題材に必要な工具と不足工具を知る。

工作室使用管理簿

２学習指導事例

（１）題材，折りたたみ腰かけの製作

（２）題材設定理由

１年の木材加工で学習したことがらを基礎に，角

材を使用した考案設計，木工具，木工機械の使用

法，更に金ぞく加工も取り入れて生徒の興味関心・

加工の難易・経喪・利用度を考えて，折りたたみ腰

かけの製作を選んだ。

（３）目標（下記の表）

月.日|校時 単元名|使踊学級人員
異常筒
所

主な使用
工具名

処理

へご両＝、ご～”、ハゴヘハー盃一一戸 ~』~へ~L~､~』~､~､ﾊー､L~､，

知 識 ， 理 解 を 深 ある事項

｡材料の種類，性質を理解させる。

｡構造上の強度の調べ方を知らせ

る。

｡工程表に必要な準備物について

理解させる。

｡工具，機械について機能継造を

理解させる。

｡製作図，材料兄稜表のかき方に

ついて理解させる。

。の歌や角の欺盤であなあけのし

かたについて理解させる。

｡軸棒の切削とねじ切りのしかた

について理解させる。

｡角材接合のしかたを知らせる。

｡塗料と溶剤について理解させる。

技術的能力を高める事項

｡材・料の選択ができる能力を錐う。

｡工夫して計画を進める能力を養う

｡正しく工具や機械を取扱う能力を

養う。

｡計画的，正確にかく能力を身につ

けさせる。

･す象つけやのこぎりぴきができる

ようにする。

｡安全に角の翠縦を使用できる能力

を菱う。

。ダイスを正しく使う能力を身につ

けさせる。

｡角材の接合ができる。

｡塗料の選択と塗装ができるように

する。

態度を養う事爽

･材料を経済的に利用する態度を身

につける。

｡真剣に実験にとり組む態度を錐

う･

｡創意工夫する態度を養う。

｡安全に作業を進め為態度を身につ

けさせる。

｡稜極的に作業を進める態度を義

う･

｡協力して作業を進ある態度を菱

う。

｡合理的，科学的に処理する態度を

身につけさせる。

417



誰

学習展開は製作学習が指導しやすいように計画し，

物を．作りながら考え，創造力を養うと共に，的確に

作業を進められるようにつとめた。

(5)指導過程（下記の表）

＊

Ｉ
に

ａ
■

■
●
■

Ｌ
①

’
③能力の劣る生徒を作品完成までに，どのように配

慮をはらって指導したらよいか問題である。

④分団学習の機械操作における生徒管理の而で安全

教育の徹底を期するには，教師１人では問題があ

る。

（宮城県名取郡亘野町吉田中学校）

(6)反省と問題点

①加工学習として木材加工と金臓加工を同時に取扱

ったので内容が多くなり時間が不足した。しかし

ぶんちん作りでは時間的に早まる。

②金属と木工の使用機械は回転学習で作業能率を高

められた。

７コ

Ｉ４ｌ指銅画(本時…帯）
･基礎的知識の徹底一考案設計一製図一準備一|鯉｜

（２）（４）（５）（２）（16リ

ー評価

（１ ） 計３０時間

＊ ＊ 紫＊
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展
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導
爽

指
要

製爾作図

の確認

･仮組立

て

組立て

,仕上げ

学 習活勤

理解

作業の手順を

知らせる。

接合の順序を

理解さ登る。

ほぞやほぞ穴

の不合理に気

付かせる。

組立ての時の

部品の検査の

しかたを理解

させる。

くさび止めの

方法を理解さ

せる。

せんいの方向

を考える。

技能

ほぞ，ほぞ穴

を接合させ

る。

不具合な所を

修正させる。

全体の部分を

確かめて修正

させる。

ほぞの接合部

にくさび止め

をさせる。

紙やすりがけ

をさせる。

態度

製作図と製作

品を対比させ
酉P

⑨

接合部を確か

めさせる。

より正確にし

ようと努力さ

せる。

互に協調して

作業を進める

態度をつけさ

せる。

グループで分

担してくさび

を作らせる。

指導上の留意点

｡作業の順序をきめて組

立てることの大切なこ

とを話し合う。

。接着にすきまを作ると

弱くなる。

。仮組立てした際，合印

をつけて組みちがいの

ないように注意させ

る。

。つきのみ使用の際は左

手指を‘ｐｊ象にそえるよ

うに注意する。

。接合面にずれ，ねじ

れ，くるいが，ないよ

うに注意する。

切断は長めにし，かん

なで仕上げをして適当

な長さになるように注

意する。

｡糸面取り程度にとどめ

る。

資料

製作図

製作品

工程表

作業票，

ほぞつぎ

の標本，

の承，

う
ね

の
な
が
木
ち

ん
ん
し
て
づ

げ
か
さ
当
木

のこぎり

紙やすり

150春

反省

仮組立ては

大・切な指導

場面である

が，先行し

ている者は

全体組立て

をやりたが

る。組立て

の修正でけ

ずり過ぎ

て，ゆるく

したり，む

りをして割

ったものが

あった。

あとし

まつ

作業カードに

記入させる。

工具を大･切に

取扱う。

｡作業票の記入

｡使用工具の手入れ

‘作業票
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教育システムにおける情報理論④

井上光洋

~三

時11Ｍ

図２量子化レベル

図２に示すように，量子化というのは，いくつかの戯

子化レベルによって連続的信号を階段状波形に変換する

ことである。これによって振１幅の連続性はなくなり，波

形は趣子化波形で表わされる。このとき，もとの巡読的

信号の波形と並子化波形との間に差が生ずるが，この差

必

扱ったようにすればよいのか，情報理論では離散的な通

信系をもとにして，これを出発点として，離散的通信系

の理論を拡大して適用して，連続的な通信系にあてはめ

ている。

しかしながら，離散的情報と連続的情報とでは，大き

な違いがある。すなわち，離散的な信号は，有限なアル

ファベットや数字から選ばれた有限な長さの信号の系列

であるのに対し，連続的信号は，図１からもわかるよう

にその性質からして無数の点とその時点が存在し，有限

な長さをとることはできない。したがって連続的な情報

は無限の情報を有しているのではないかと錯覚してしま

う。しかし“ア”という音声はモールス信号で表わした

“ア'’と同じ怖報しかもっていないことはあたりまえで

ある。

しからぱ，どのように連続的信号を扱うのか，それが

つぎにのべる延子化と標本化の方法である。

８－２量子化

連続性の１つの要素である，振幅についての連続性は

量子化することによってとり除くことができる。

８－１連続的情報

まえにのべたように，情報には離散的情報と連続的情

報の２つの形態がある。離散的情報の扱い方や基本的な

定理に関しては前回までにその概略をのべた。今回は，

連続的情報について理論を展開してゆこう。

情報源から生起する情報あるいは通信路を通して送ら

れる信号が，時間に関して連続な関数で表わすことがで

きるとき，これを連続的情報とか連続的信号と呼ぷ。ま

たこれらの信号を伝送するシステムを連続的な通信系と

呼んでいる。

連続的信号は，その連続性において，信号が連続した

範囲の振幅値をとるときとその振幅が時間とともに連続

的に変化するときの２つの場合がある。

さて，ひとくちに連続的信号といっても，わかりにく

い。では，どのような情報が連続的なものなのか例をあ

げてみよう。

可

１
０

電
流
ま
た
は
遜
厩

Ｌ

〆-、_ﾉー ｰー 〆､-〆、一一へ

図１連続的情報

図１に示すように，時間とともに電圧や電流が変化す

るような情報。たとえば音声情報，テレビの映像情報，

などがそれである。テープレコーダーで音声を録音する

とき，音が高ければ電流がたくさん流れ，音が低ければ

電流は少ない。これは録音されているかどうかを調べる

検針の振れ方を見れば一目瞭然である。これはテレビの

映像を録画するＶＴＲ装置も全く同様なのである。この

ように時間とともに連続的に変化する情報が連続的な情

報なのである。

では，この連続的情報はどう扱うのか，離散的情報を

~、
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を量子化雑音とよんでいる。

８－３標本化

連続的信号は時間に関して連続である。この時間につ

いての連続性を除去するために，一定の時間間隔をと

り，その点を標本点とする。これば時間的に連続してい

る信号をそのまま表現して数式化するのは，ひじょうに

めんどうだし，工学においてはそれほど数学的な厳密さ

を必要としないためでもある。

この考えは国勢調査の方法と類似している。日本の国

は，その国勢においてつねに連統的に発展してゆく。し

かし，これを連続的にとらえて統計をとることは莫大な

費用が必要だし，またその労力も多大である。しかも人

口の増減，産業の推移，教育制度の現状などを連続的に

調査することはとうてい不可能である。そこで，あるも

のは１か月間隔，あるものは１年間隔に調査をおこない

それにもとづいて国勢の推移をまとめているのである。

また,大がかりな国勢調査は５年ごとに行なわれている。

このように連続的に変化してゆく‘情報や信号は，ある

時間間隔で，その時点の値をとる方法で表現した方が実

用的である。

一般に連続的な通信系で扱う信号の波形は，周波数帯

域幅に制限がある。人間の音声にしてもラジオにしても

そうである。この連続的信号の波形スペクトルが，周波

数榊域幅に制限をうけていると，波形を表わす時間の関

数j《､(Z）は，つぎの定理を満足する。

［定理．

波形の時間関数JF(z）が帯域幅0,--ﾉＷサイクル/秒の

間に制限されているなら,ｆ(』)は時間軸上で赤秒ず
つの間隔の離散的な標本点の系列における縦座標の値を

与えれば完全にきまる。

すなわち，

。。ｓin元(2Ｗf一九）
ｆ(j)＝璽Ｘ"－－

”=-.。穴(2Ｗｊｔ－７z）

によって与えられる。ただし

x腿=f(命）
である。

ｘ"は時刻命におけるバリの値で,”は-..,…

…０，……+･･におよび,赤なる時刻を標本点という。

また,皇誤諜』Lは,標本化関数(Samplingfun"ion）
と呼ばれ，図３のような形をしている。この関数の性質

は，原点で１なる値をとり，そのほかの標本点における

値はすべて０なる値をとる。

5０

l_{０

品余、ﾉL赤'０分-'鈴赤一

図３標本化関数のグラフ

琴器I告;乎なる関数は標本化躍等牒の原
点を〃/2Ｗだけ移動させたものである。

この定理にしたがえば，周波数帯域幅が０～ｗサイク

ル/秒に制限されているとき，波形の時間関数は遥ｗ秒

ずつの間隔ではなれた標本点の値だけできまる。

だから，芝Ｗより長い時間Ｔがあるとき，そのなかに

ある標本点の数は2Ｔｗ個で，波形の時間関数.パオ)は

2ＴＷ＞１であるなら，２ＴＷ個の標本点の値を与えてや

れば，十分正確に表わすことができる。

８－４連続的情報源のエントロピー

確率噸象１，２，．…．．，〃があり，それぞれの確率が，

P,，〃２，……，′犯とすると，この離散的な集合のエン

トロピーは
況

亙＝一重｣Iりtlog′【
２＝１

として定義した。これと*目似な方法で連続的情報のエン

トロピーを求める。すなわち“重”なる記号は秋分記号

"!"と同じ意味をもっていることが重要なポｲﾝﾄで
ある。

まず，連続的確率変数鯵が確率密度関数'＠）をもっ

ているとすると，この連続的に分布している関数のエン

トロピーは，

Ｈ=-に'(のlog'c､:)‘錘
として定義することができる。また氾個の確率変数｡宴,，

..….，延祁があるなら，上式を拡張して，’２個の変数の

エントロピーは，

Ｈ=-1……I'Q:,,……,鋤‘)!｡…1,……,錘'‘）
‘錘,……邸錘泌

となる。

とくに，２つの確率変数必，Ｊがあるとき，連続的な

分布jIbCI易，３１）の同時エントロピーは

Ｈ“馴)=-m'(錘,ﾂ)log'(錘,，')…
となり，また条件付きエントロピーは，

Ｆ』

＝



両

ご可

Ｈ雲(,0=-M'(錘,')log塑鰐ﾕ…

画,(難)=-いソ)log鵠異…’
(によって与えられる。

注：同時エントロピーとは，２つの確率事象錘，ｙ

があるとき，Ｈ(")，Ｈ(ﾂ）は情報源必，Ｊから生

起するそれぞれの’文字あたりのエントロピーであ

・るが，“，ｙから生起する文字を同時に知ったとき

えられる’文字の組当りの情報並HCI:，,'）のこと

をいう。条件付きエントロピーはめがわかっている

とき，さらにＪを知ったときの楕報量をｚについて

荷重平均した情報雄である。これをＨ"(ﾂ）と表わ

し，Ｈ"("）はこの逆である。

ただしjXz)，’(3'）はそれぞれ

鯛:剛｝
である。

連続的分布のエントロピーは，離散的な場合の定理の

大部分を適用することができる。たとえば離散的な場合

‘に成立した定理，

。Ｈ(錘，の≦ＨＣじ)＋Ｈ(y）

Ｈい，Ｊ)＝Ｈ(錘)＋ＨＸＪ)＝Ｈ(y)＋Ｈｉﾉ(錘）

Ｈ"(Ｊ)≦亙(の

、亙り(｡≦Ｈ(ｪ）

は，全部連続的な場合にも成り立つ。等号が成立する

､のは，錘，Ｊがたがいに独立のときである。

連続的な確率変数のエントロピーは,.このように離散

『的なときの性質をそなえているが，異なる点は，離散的

な場合は，確率の分布がわかれば，エントロピーはすぐ

にきまるが，連続的な場合は，エントロピーは一般に座

:標系に関係している。座標系を変化させれば，エントロ

ピーも変化する。

たとえば，座標系錘,,……，垂施から新しい座標系3'１，

……，〃”に変換すると，新しい座標系のエントロピー

'は，

Ｈ(の=I……I'(錘"……,錘鰯)J傍）

log'(錘"……,錘,‘)J傍)‘ﾂ‘……心”

によって与えられる｡J紛臓座標変換のﾔｺどﾔﾝ
､(Jacobian）である。上式を展開して解くと

Ｈ(ソ)=H(の-1……I'",……,鍾誕)ｌｏｇ

Ｊ㈲‘錘』……"”
となる。この式は，新しい座;標のエントロピーが旧座標

に関するエントロピーからヤコピヤンの対数の平均値を

マイナスしたものであることを示している。

８－５連続的な通信系の伝送速度と通信路容量

連続的な通信系のときも，情報源から生起する信号は

雑音による妨害を受けるであろう。しかしここでは簡略

にするために公式の導出に重点をおく。さて信号が幣域

幅ｗに制限された関数JFc)であるとする。すると有限

時間長Ｔを考えると，ＪＦ(r）は２Ｔｗ個の標本点におけ

る値に規定され，その統計的構造は，２Ｔｗ次元の有限

次元の分布関数（確率密度）によって定めることができ

る。

さて，送卿信側でｚ,，……，垂”という'z個の振1幅値の

系列を伝送したとき，受信側で，，'１，……，３'"なる系

列を受侭したとしよう。そのときの条件付き確率は，

少嬉じ,，……，の"(j'１，……，,'”)＝'諺(ソ）

できまる。この連続的な通信路の伝送速度は，離散的な

場と相似な方法で求めることができる。

離散的な場合の伝送速度は，

“=亙(鋤-…蝋:鵬ﾄ瞳ビー］
で定義された。これと同じように連続的な場合は，

Ｒ=-1'(蕊,,……,鯉Ｄ
Ｉｏｇ〆尭,，……，苑")心,……，”鯵

十11沙(麺,,ｼ,,……,蕊",，'鰯）
log”,，……，３'"(難,，……，必"）

必諺,“',……αｪ施乱Ｊ犯

として定義することができる。通卿信路容量はＲの最大値

として定義されているから，

｛:二童:鰹::：
とすると，通信路容量は，

ｃ=R…糊'総部'＠,，'）

log捲瑞…
として表わすことができる。

８－６情報理論と言語

これまで，いささか数学的な方向に走りすぎて，情報

理論が身近なものとして感じられなかったかも知れな

い。これからとりあげようとする“言語”を情報理論の

見方で調べてゆくと非常に面白いことがわかる。

5１



さて，私達が日常使用している“日本語"，これによ

って人間と人間の意志の疎通をはかったり，情報を伝達

している。平仮名もあれば片仮名，漢字もあるが，簡単

に考えるため，電報のときと同じように片仮名だけで，

日本語が表現されるものとしよう。すると日本語のアル

ファベットは，

清音（アィウ……など）……………………46文字

濁点，半濁点，長音記号（〃，。，－）…３文字

文字空白･…･………………･……･……･…･…１文字

鋤音用の小文字Ｇ･’１，ョ）……………３文字

5２

,促音用の小文字（シ）…………………･･･…１文字

合計５４文字

私達はこの54の文字を適当に組合せて，声をだして意

見を述べたり，文章を作っているのだから，人間は文字

生成の情報源ともいえる。

ここで問題となるのは，文字生成の法則から，簡単な

ものからはじめてしだいに近似してゆき実際に使ってい

る“言語”を作ることはできないかということである。

単純に考えてみて，最もたやすいのは，すべての文字が

同じ確率で生起する（たがいに独立）場合である。

このときは０次近似の日本語ができるだろう。たとえ

ば，‘‘ウキレシノ''ユツスヌ……”これでは一体何をい

っているのかさっぱりわからないし，日本語として成立

していない。この０次近似の'情報源のエントロピーは，

Ｈ＝log254＝5.75ビット/文字

である。つぎに54の文字が日常使用する頻度にしたがっ

て生起するときを考えよう。ア，力，シなどは比較的多

く使用されるが，ム，ネは頻度が低い。この頻度を考慮

に入れて文字系列を２次近似の日本語と呼ぼう。当然頻

度の高い文字が多く出てくる。このときのエントロピー

は，だいたい

泌

璽がlogが＝4.9（'2＝１，・…．．，５４）
セー１

と考えられてＶ､る。

つぎに，文字はたがいに独立に出てくることはないか

ら，過去にあらわれた文字に左右される場合が多い。

‘‘ア”のつぎにくる文字には“力''，“イ”が多い。この

ようにしてできた文字系列を３次近似の日本語と呼ぶ。

これまでやってきた操作の次数をどんどんあげてゆけ

ば，日本語として意味が伝わるような文章ができるので

はないか……

実は，英語において，統計的に文章をはじめて作成し

たのはシャノンである。彼は，情報源から生起する文字

系列をどのようにして“言語”に近づけるかを考えた。

夕

』
『

－－

そして英語のアルファベット27個の記号（26の文字とｎ

つの空白）を設定し，文章を作成した。

１．０次近似：各記号はたがいに独立で等碓率

ＸＦＯＭＬＲＸＫＨＲＪＦＦ]ＵＪＺＬＰＷＣＦＷＫＣＹＪ

ｒＦＪＥＹＶＫＣＱＳＧＨＹＤＱＰＡＡＭＫＢＺＡＡＣＩＢＺＬ－

ＨＪＱＤ、

２．１次近似：各記号はたがいに独立であるが日常の，

英語と同じ頻度で生起する。

ＯＣＲＯＨＬＩＲＧＷＲＮＭＩＥＬＷＩＳＥＵＬＬＮＢＮ‐

ＦｇＦＢＹＡＴＨＥＥＩＡＬＨＥＮＨＴｒＰＡＯＯＢＴＴＶＡ

３．２次近似：まえにある文字に影響される２重字;緋．

造

ＮＡＨＢＲＬ・ＯＮ７ＩＥＡＮＴＳＯＵＴＩＮＹＳＡＲＥＴ

ＩＮＣＴＯＲＥＳＴＢＥＳＤＥＡＭＹＡＣＨＩＮＤＩＬＯ‐

ＮＡＳＩＶＥＴＵＣＯＯＷＥＡＴＴＥＡＳＯＮＡＲＥＦＵＳＯ，

ＴＩＺＩＮＡＮＤＹＴＯＢＥＳＥＡＣＥＣＴＩＳＢＥ，

４．３次近似：まえにある２つの文字に影響されて生

起する３重字榊造

ＩＮＮＯＩＳＴＬＡｊｒＷＨＥＹＣＲＡｆｒｌＣＴＦＲＯＵＲＥ

ＢＩＲＳＧＲＯＣＩＤＰＯＮＤＥＮＯＭＥＯＦＤＥＭＯＮＳ‐

ＴＵＲＥＳＯＦＴＨＥＲＥＰｒＡＧＩＮＩＳＲＥＧＯＡＣＴ‐

ＩＯＮＡＯＦＣＲＥ、

５．１次単語近似：４重字……〃重字と続けてゆくの、

をやめ単語単位であつかってゆく｡，

単語は英語の頻度にしたがう。

ＲＥＰＲＥＳＥＮＴＩＮＧＡＮＤＳＰＥＥＤＩＩﾉＹＩＳＡＮ

ＧＯＯＤＡＰＴＯＲＣＯＭＥＣＡＮＤＩＦＦＥＲＥＮＴ

ＮＡＴＵＲＡＬＨＥＲＥＨＥＴＨＥＡＩＮＣＡＭＥ

ＴＨＥＴＯＯＦＴＯＥＸＰＥＲＴＧＲＡＹＣＯＭＥＴＯ’

ＦＵＲＮＩＳＨＥＳＴＨＥＬＩＮＥＭＥＳＳＡＧＥＨＡＤＢＥ

ＴＨＥＳＥ、

６．２次単語近似：単語の推移を考慮にいれる。
ＴＨＥＨＥＡＤＡＮＤＩＮＦＲＯＮＴＡＬＡｒＴＡＣＫ

ＯＮＡＮＥＮＧＬＩＳＨＷＲＩＴＥＲＴＨＡｆｒＴＨＥ

ＣＨＡＲＡＣＴＥＲＯＦＴＨＩＳＰＯＩＮＴＩＳＴＨＥＲＥ－

ＦＯＲＥＡＮＯＴＨＥＲＭＥＴＨＯＤＦＯＲＴＨＥＬＥ‐

ＴＴＥＲＳＴＨＡｆｒＴＨＥＴＩＭＥＯＦＷＨＯＥＶＥＲ

ＴＯＩﾉＤＴＨＥＰＲＯＢＬＥＭＦＯＲＡＮＵＮＥＸＰＥ‐

ＣＴＥＤ．

だんだん次数をあげてゆくと，英語らしい文章に近づ

いてゆく様子がわかるでしょう。

情報理論と言葉とがかけはなれた存在のように見えた

が，意外に近い関‘係にあるのである。最近の話題で古,代

巾国の‘‘西夏文字”の解読がある。これは暗号解読の間



可

、

題と同じで，情報理論が大いに役立っている。私達の使

っている日本語も，情報理論的にアプローチすれば，輿

i味あることが発見される可能性が十分にある。

（東京工大教育学研究室）

編集部より

これまで，「教育工学の基礎」として，つぎのように

:連載してたき。

１．教育工学とは何か（1969年４月号）

２．システム工学（〃５月号）

３．学習＝心理学的・教育学的側面（〃６月号）

４．学習＝生理学的・工学的側面（〃７月号）

５．教育システムにおける情報理論①（〃８月･号）

６．同上②（〃９月号）

７．同上 ③（〃１０月号）

８．同上④（〃本号）

本月号以降は，つぎのような項目で順次掲載していく

予定である。

９．教育システムにおける制御理論①

ｆ駒
高校卒技能者についての調査(２）

・ホワイトカラーへの憧れを持つ傾向が強く，現場へ

‘の適応性は工高卒に比べてよくない。会社を選んだ動機

.はあいまいで，自分自身しっかり見つめていないし，社

会のきびしさについて，どちらかというと甘く考えがち

である。勉強に関しては工高卒を意識して熱心である。

環境の慣れ，教育の効果等により，１年後は工満卒と何

らそん色はない（Ｔ機械)。

工高卒より学力が高い点がよいが，転職・進学希望が

多い（Ｋ重工)。

工高卒に比べて大きなちがいはない（自動車)。

作業振り，日常の態度は工高卒と同じである。やや商

度の技能作業については，工高卒に劣る而がある（Ｋ航

空機)。

ややもすると入社時に受動的になりがちであるが，工

橋卒に負けまいと努力をし〆何燕も実施していく傾向に

ある（ｓ自動車)。

工高卒と同様の訓練をするが，普通科卒の中には，技

能・学力の進度が工高卒者を追抜く者も少なくなく，評

鷺価も非常によい（Ｋ製作所)。

１ ０ ． ｌ Ｉ ｉ ｌ 上 ②

１１．プログラム学習とティーチングマシン①

１２．同上 ②

１３．同上③

１４．同上 ④

１５．教育システムの最適化

１６．教育システム・シミュレーション

１７．シミュレーターによる教育・訓練

１８．教授過程へのシステム工学的アプローチ①

１９．１，１上 ②

２０.教育工学の社会的意義

本論文は，現在「教育工学」と.いう新しいことばが，

教育界の一部に安易に使われはじめ，その意義がいろい

ろに解釈されているとき，「教育工学」の概念を明らか

にするために試みられた労作である。執筆者は，東京工

業大学工学部で，制御工学課程を修了後に，同学教育学

研究室にて「教育工学」の確立のために研究をつづけて

いる学者である。

．学力・性格・態度は工商卒とIilじ。工高卒に比して，

帰属感がやや低い（Ｍ電機)。

・工高卒に比べて耐久力があり，まじめに自己啓発的に

努力する者が多い（Ｔ電而機)。

・工高卒は当初は職場に比較的なじみやすい傾向がある

が，日を経るに従って相違がない（Ａ製鋼)。

・性格的には素直であり〆作業にとりくむ態度は真面目

でモラールも高く技能の伸びは早い方といえる（Ｍ重

工)。

・工高卒にくらべて退職する人が多いが，５年以上を経

過すると工高卒とそん色がない（Ｔ機械)。

・普通高校・農業高校卒を採用して教育したが，一般的

にいって中卒者より問題も少なく定着率もよい。現在同

年令の中卒技能者養成工出身より，技能レベルは低いが

遠からず同程度あるいはそれ以上に伸びるものと期待さ

れる（Ｓ機械)。

・入社後半年ぐらいはとまどうようであるが，仕事につ

いて全く未経験であるため，会社の指導に対して素直に

従う。このため’～２年すると技能面で工高卒に追いつ

く者もある（１重工)。

5３
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図 １２
１せん断加工
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１－１てこ応用の手はさみにおけるてこ

課題：てこ応用の手はさみは，２鯉てこ装侭で作業を

おこなう。それは，単一装置の手はさみで，せん断する

ことのできない板金をせん断することができる。２飯て

こ装置は，単一装置と同じてこの原理（図ｌ）によっ

て，作業者の手の力を倍加するのである。

図１－１

541

一L６割一一
＝一L('２

・手はさみの「うで」の長さを測定する。

・さきのスケッチした図に測定した数炊をかき入れ

る。

・単一装瞳と２重装置の方程式をたてる。

単一装置

FJI･Ｌａ＝Ｆぶ･Ｌ、

２重装腫

Ｅ亘.Ｌα,.Ｌα2＝Ｆｓ.Ｌ〃!Ｌz’２

．制動装瞳をゆるめ，１ｍｍの厚さの板金をはさみせ

ん断（手の力FIIの大きさは，ばねばかりによって，調．

くられる)。

．Ｆｓについてたてられた方程式をとくことによって

２重装置のはさみのせん断力を算出する。

Ｆ霞=旦崇蓑竺
Ｆ〃：手の力Ｆｓ：はさみのせん断力

Ｌａ１：てこの（手の力側の）うで

Ｌａ２：同上（刃）

Ｌｂ,：てこの（荷餓の）うで

LzI2：同上（刃）

・単一装腫の場合のせん断力（さきの単一装置方程式

からＦｓの値を調べて出した値）との比較。

結果と評価：生徒たちは，てこ応用の手はさみで，て

こ装置の１つの例を学習したのである。かれらは，てこ

Ｂ
４
Ｉ
Ｉｉｉ
Ｉｒ…~｜
ＢＶ

勇司

Ａ

で｡一1，
、
フ

目標：生徒たちは，てこ応用の手はさみのてこを認識

しなければならない。うでｂやうでａの特徴を指摘し，

てこの長さを測定しなくてはならない。生徒のばあい，

前提が与えられる範囲では，手の力からはさみの力まで

への伝達関.係が算定されえなくてはならない。

継続時間：３５分

材料と用具：てこ応用の手はさみ，ものさし，ばねば

かり，赤と白のチョーク

学習過程：てこはさみは，図’－２にしめすように，

事故をさけるために，水平状態に制動されている。その

学習過程はつぎのような段階をふくむ。

、てこ応用の手はさみの「うで」にチョーク（うでａ

は白チョーク，うでｂは赤チョーク）でしるしをつけ

る。

、図ユー２のような図をスケッチして作成する。
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・切断はじめの‘位置を比較すること。

結果と評価：板金の種類や厚さによってはさみは，各

種の開口角度で切断をはじめる。しかし，おおよその平

均値は，１５｡～20.であることが確かめられる。せん断器

の鐙曲している上刃の製作のさい，この平均値でつくら

れる。

２材料から経済的な板どりをする

課題：板金は貴重な材料であるので，むだな切りくず

がでないようにしなくてはならない。だから，むだが生

じないように板どりをすることが必要である。

目標：生徒たちは，材料の経済的な板どりについて認

識しなければならない。

継続時間：６０分

材料と用具：板金，代用品としては，プラスチック

板，厚いボール紙あるいは1ｍｍ厚さの合板(500×120）

学習過程：各生徒は１枚のプラスチックの細長い板と

30個の加工片を与えられる。各生徒に多くの加工片を与

えることの意義は，プラスチック板から最上の経済的な

板どりができような技能を習熟させるためである。実験

はつぎのような段階をふくむ。

図２－１経済的な板どりの例
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図１‐－４開口角度

一

■■ 35.5％

の利用率

5５

71％の

利用率

59％の

利用率

5･］

装置によって，加えた手の力よりひじように大きなせん

断力が生じたことを計算した。たとえば，やっとこやて

この応用の肉切断器のような器具も，同様なしくみであ

ることを知ることできる。そして，てこの様式やてこ装

腫の数による各種のてこ装置を調べる。

１－２せん断器の刃における力

課題：ある一定の開口角度をもつせん断器では，力の

分解があらわれる。せん断器の上刃に直角にfi邦する主

要な力Ｆ１は，下刃に直角に作用する押しつける力Ｆ２

と，下刃に平行に作用する力Ｆ３に分解する。Ｆ２とＦ３

の力の大きさは，開口角度でもって変化する。せん断の

さい，加工材と刃との間にまさつ力が推進力Ｆ３より大

きければ，そのときははさみの刃は材料を処理するので

ある。

図１－３力の分解

目標：各種の厚さをもついろいろな材料の板金をせん

断する実験によって，生徒たちに，はさみが切断をはじ

めるさいの，そのときどきの開口角度を認識させる。

継続時間：２０分

材料と用具：１ｍｍと２ｍｍの厚さの銅板，１ｍｍと２

ｍｍの厚さのアルミ板，１ｍｍと２ｍｍの厚さの硬質塩

化ビニル，チョーク，てこ応用の手はさみ。

学習過程：生徒たちは，つぎのような実験をおこな

う。

．厚い鋼板に大きく開かれたはさみを入れること。

・はさみの進行が軽やかに進むように，はさみの握り

を持つこと。

・切断はじめの位渥を，チョークで下刃にしるしづけ

すること。

．薄い鋼板や，つづけて他の材料について，同様には

さみを入れること、

■ 51％の

利用率一雨
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結果と評価：ｒ３の距離に伝達される力FH3がもっと

も少ない。加工材がこの位置に固定さるれぱ’安全にた

もたれる。

生徒たちは，これらの実験作業でえられた認識から原

則を定式化する。

生徒たちは，各種の加工材を例としてとりあげて，固

定位置を計画し決定する。

うな固定具と加工材，ばねばかり，送りレバーの荷重の

ためのおもり。

準備作業：固定具はポール雛のベッドにとりつけられ

る。ドリルは，逃げ角なしに研削される。そのため実験

のさい，旋回のモーメントは生ずるが，穴あけしない。

学習過程：実験作業はつぎのような段階をふくむ。

・ばねばかりをｒ,の間隔にかける。

・ドリルをセットし，レバーへおもりにより荷遮をか

ける。

・機械にスイッチを入れる（普通の回転数で)。

・ＦｊＥｒｌの力をばねばかりでよみとり，機械のスイッチ

を切る。

・ばねぽかりをr2の距離にかける。そして前の実験

作業と同様のことを行なう。

・ばねばかりをｒ３の距離にかけて，最初の実験作業

と同様のことを行なう。

・力Ｆ狂,，FIr2，Ｆ江3を比較する。

．Ｆ皿．r１，Ｆ唾･r2，Ejz3･ｚ３を比較する。

・最適の固定場所を決定する。

図３－２
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・プラスチック板の上に，加工片をおく。その場合，

できるだけ多く板どりできるようにする。

・おかれた加工片をかぞえる。

・加工片の表面積を計算する。

・おかれた加工片の数をそれに乗ずる→“利用而破'’

・プラスチック板の表面積を計算する。

・板の表面讃と利用面祇の比率をみる。

結果と評価：各生徒は個々に，各種の加工片で実施す

る。各生徒が“利用率，’を算出したのち，経済的な比較

がおこなわれる。１人の生徒（あるいは教師）が最適の

解答を明らかにする。

最後に，生産条件のもとでの最適の経済的利用が論究

される。

３穴あけのさいの旋回モーメントと加工材の

固定

課題：穴あけのさい，加工材は，その固定位置が作業

者にとって適切な距離にあるように合Ｈ的に固定され

る。作業者に作用する右回転モーメントＭ‘r＝F"･ｒＢ

に，左回転の対象モーメントMiZ＝F狂．r狂が対抗させ

られる。

ｒＢ＜r亘だからＦＢ＞ＦＪＩ

てこの原理によってつぎのようになる。

ＦＢｒｪｒ

Ｆ亙一ｒＢ

穴あけのさいに加工材が器具から離れるような危険性

は，ｒ豆が大きいほどそれだけ少なくなる。

目標：生徒たちが，加工材の固定の原則は，事故防止

の必要性とともに，自然法則を意識的に応用することで

あることを認織しなくてはならない。

継続時間：３０分

材料と用具：ボール盤，ドリル（10の，図３－１のよ

図３－１間定具と加工材
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!;’ ４穴あけのさいの切り粉

課題：穴あけのさい切り粉が生ずる。鋼材が穴あけさ

れるとき，ドリル切削によって切りくずが生ずる。これ

まで，鋼材の穴あけのさい，一般的に，ねじれぎりで加
$---由
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エされた。このドリルは，主要な刃の間に，小さなやね

形の横刃をもっていて，図４ＦｰｮＬにしめすように，主要

な刃に55.の角度になっている。この横刃は，金属を引

き裂くのでなくて，おしつ図４－１

,ぶすのである。機械的エネ

ルギへの需要は大きい。エ

ネルギ需要を減らすために

は，たとえば横刃をもたな

いドリルが発達させらるべ

きである。

目標：③切り粉についての認識⑤ふつうのねじれぎ

りと，横刃のない中心研削のきりとのエネルギ需要の比

較。

継続時間：１０分

材料と用具：彫塑用ねん土（直方体の形)，ねじれぎ

り（30‘～401)，横刃のない中心研削のきり（教師の演

示の場合う，あるいは121～20,の多くのねじれぎり(生

徒の実験作業の場合)。

準備作業：約120×80×40の直方体に成形したねん土

を多く準備する。そして，ねん土が実験作業中にねばつ

かないように，よくひやす。

学習過程：実験作業はつぎのような段階をふくむ。

・ねん土の中央に，ドリルをセットし，ねん土にゆる

やかにねじこむ（１人の生徒がねん土を固定していな

くてならない)。

、生成した，ねん土の切りくずを視察する。

．切りくずの長さが約40ｍｍになったさいに，実験作

業をやめる。ドリルをゆっくり左回転させる（切りく

ずを維持するため‘膜重に作業する)。

、中心研削のドリルで，以上と同じ実験作業をくりか

えす。

結果と評価

（a）生徒たちは，つぎのことを認識する。すなわち，

仕上げられるねん土は，ドリルのみぞの中に’つながっ

た“切りくず”として押しあげられること、穴あけのさ

い，ねん土の一部が強く押されて分割されること，熱エ

ネルギにかわらされた機械エネルギが，切りくずを，つ

ながった切りくずに作ることなどである。

（b）ねじれぎりでの穴あけでは，Ｉ:|』心研削のドリルに

くらべて，同じ送りと同じ切削速度の場合，より多くの

エネルギが必要である。その理由は，ねじれぎりの横刃

が，金属を引きさくのでなくて，押しつぶすのにたい

し，横刃のない中心研削のドリルは，金属を引きさく工

程のみをおこなうからである。

中心研削のドリルをとりいれることによって穴あけの

経済性は商められる。生産の革新から発達させられた，

より以上に経済的な穴あけ方式と関連して，新しいドリ

ルが開発されている。

３塑性変形による加工

３－１折り曲げ加工のさいの中立線

課題：折り曲げで加工される部分の，引張られる長さ

の計算は，材料の板どりにとって重要なことである。引

:張り部分，圧縮部分，中立線は，折り曲げ加工をしない

､前の長さの計算のために仮定された概念である。

目標：用意された部品の折り曲げ実験作業は，圧縮部

分，引張部分，ならびに中立線を認識させなくてはなら

ない。折り曲げ部の長さの計算とそれに適合した折り曲

げ作業がおこなわれる。

継続時間：２０分

材料と用具図３－１－１にしめすような大きさの彫塑

用ねん土・なまり・アルミニウム・ゴムあるいは塩化ビ

ニル，万力，木ハンマまたはゴムハンマ，固定具（ゴム

を使用するかぎり)，けがき針あるいは鉛筆，ものさし，

直角定規。

学習過程：曲げに小さい強度をもつ材料から準備され

た実験素材が生徒に配給される。実験作業はつぎの段階

をふくむ。

・図3-1－1のように線をかく。

図３－１－１

巷
･45.にまげる。

・内側と外側の折り曲げのＲならびに中立線における

斜線の間隔を測定する。

．折り曲げのさいの材料内の経過を推論する。

折り曲げ部の自然の長さの計算のさい，実際からえら

れた知識を応用する。

結果と評価：生徒たちは，折り曲げのさい材料が，折

り曲げの内側で圧縮され，外側で引張られることを認識
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課題：材料の許容される応力または荷重は，つぎのよ

うな各種のファクターに依存する。すなわち，材疲のか

たさ，断面の大きさ，断面の形状など。

目標：材料の各種の荷重のさい，それぞれが依存する

ファクターの認識

継続時間：４５分

材料用具：軽金属棒（５，×700,10’×700,4×2×

700)，鋼棒(５１×700)，その間隔がかえられるようにな

っているささえをもつ台（図３－３－１)，秤のおもりQ

kp，0.5kp）

図３－３－１

左右に動かせる

学習過程：準備された実験材料が生徒にくばられる。

実験作業は，つぎのような段階をふくむ。

・測定によって，棒の枇断面を比較する。

・図3-2一2のように，直線棒を固定する。

・変形がもとにもどらな図３－２－２

匁奉

学習過程：

①ささえの間隔500ｍｍの場合

（8ウ５’×700の軽金属棒をおき，その中央に,kpの，

おもりをかける。

．；棒が何ｍｍたわむかをよみとる。

・測定値を記録する。

．５‘×700の鋼棒をおき，その中央にｌｋｐのおも

りをかける。

・そのたわみの測定値をよみ記録する。

（bリ１０’×700の軽金属棒で，１kｐの荷重の場合

・測定値をよみ記録する。

（c）４×2×700の軽金属棒の２ｍｍ側を平におき，

0.5kｐのおもりをかけた場合。

・測定値をよみ記録する。

・４×２×700の軽金属棒の４ｍｍ側をおき，0.5kｐ

のおもりをかけた場合

・測定値をよみ記録する。

②ささえの間隔を200ｍｍにした場合。

・５１×700の軽金属に1kｐのおもりで，前と同じ実

験をする。

結果と評価：

①ａ）荷重は材質に依存する。

ｂ）荷重は断面積の大きさに依存する。

ｃ）荷重は断面積の形状に依存する。

②荷重は，ささえ台の間隔に依存する。

個々の結果の評価が’生徒たちをつぎの認識へ導く。

すなわち’荷重は，ささえ台の間隔．材質．断面秋の大

いまで，ばねばかりに荷

重をかける（折り曲げ実

験作業)。

・蟹消した力をよみとり

記録する。

・図３－２－２にしめすよ

うに，直角棒を間定する。

「
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する。この認識から，最も多く引張られる層と最も多く

圧縮される層との間に中立線の層があり，その長さは変

らないことが結論される。

３－２アルミニウム棒の折り曲げ実験作業

課題：折り曲げに対する抵抗のモーメントは，同じ大

きさの樹断面の場合，横断面の形やその折り曲げ軸の状

態に依存する。このような認識を利用しつくすことは，

少しの材料斐消でもって折り曲げ性の強度なものを作り

出すことを可能にする。

目標：横断の形の，折り曲げに対する抵抗のモーメン

トへの影響が認識させられなくてはならない。

継続時間：２５分

材料と用具：厚さ２ｍｍのアルミニウム板からとっ

た，３本の棒（いろいろな;脳断面をもつ)，ばねばかり，

万力，ものさし。

図３－２－１実験材料の断面（材料の強度は，寸法

指示で無視されている）

目

岸一一α－－－』
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・前の場合と同様に，折り曲げ実験を行なう。

・図3-2-2にしめすように，Ｕ形棒を固定する。

・前の場合と同様に，折り曲げ実験を行なう。

・それぞれの測定値と，抵抗のモーメントについての

推論とを比較する。

結果と評価：生徒たちは，抵抗モーメントの大きさ

は，横断面の形に依存することを認識する。

３－３各種の材質・断面をもつ棒の折り曲げ実

験
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きさ・断面積の形状に依存する。

３－４変形作業におけるハンマの重さの影響

課題：ハンマによる加工材の変形のさい，作業の成果

は，ハンマを正しく選択することに依存する。ハンマの

図３－４－１ハンマ打ちの結果

獣
2５０９ ハンマで洞． つ

紗
looogハンマで打つ

／

）川 （
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形や重さは，技術的目的に適応したものでなくてはなら

ない。加工材が中心まで完全に形づくられるならば，ハ

ンマの重さは適当である。さもないと，ハンマは外側の

層のみを変形することになる。

目標：同じうでの力で，各種の重さのハンマでもっ

て，各種の作業結果が達成されることを，ハンマ打ち実

験で生徒に知らせなくてはならない。

継続時間：１５分

材料と用具：丸鋼棒（10'～12’×20)，ハンマ(2509

と10009)，金しき，外パス，やっとこ，防護面。

学習過程：教師がハンマ打ちを演示する。丸銅の変形

が外パスで検査される。

生徒たちの実験作業はつぎの段階をふくむ。

．やっとこで丸鋼棒をつかみ，金しきの上でおく。

・２５０９のハンマで丸鋼棒を打ち短かく厚くする。打

撃数をかぞえる。

．新しい丸鋼棒をやっとこでつかむ。

、10009のハンマで丸鋼:棒を打ち，打撃数をかぞえ

る。

、丸鋼棒の変形をしらべ，打撃数を比較する。

結果の評価：丸鋼棒は，２回の実験作業で，ことなっ

た変形が行なわれる。より少ないエネルギで打つ2509

のハンマは，丸鋼をきのこ状に打ちひろげるのである。

1000ｇハンマは，丸鋼棒をたる形にする。このちがった

変形の生ずる理由は，ハンマが材料をうつエネルギのち

がいにある（ハンマの作業エネルギは，うでの力の変化

によっても補足的に影響されることがあること，あるい

は，冷．温の状態での変形作業にも関連する)。

鍛造．折り曲げ・びょう打ちなどのさい，以上の法則

性が利用される詞

３－．５変形のさいの材料の加熱

課題：引きのばし，打ちすえ，折りまげなどによる変；

形のさい，加工材料は，加工場所の位腫を相互にかえら

れ，熱が生ずる。このような技術的処理のさい，運動エ

ネルギが熱エネルギにかえられる。たとえば，細い針金

を引っぱるようなことをすると，変形とまさつによっ

て，材料が強く熱くなるので，冷されなくてはならな

い◎

目標：折り曲げや引きのばしの実験作業は，変形のさ

いに生ずるエネルギの変換を認識させなければならな

い◎

継続時間：１５分

材料と用具：やわらかい鉄線（31)，ハンマ（2509)，

金しき。

学習過程：200ｍｍの長さの鉄線が生徒たちに配給さ

れる。実験作業はつぎの段階をふくむ。

・鉄の針金を両手でもつ。

・おや指と人さし指のIMlで約90°になるようにして折

れるまで，折り曲げをくりかえす。

・手で熱くなるのをしらべる。

・金しきの上で，ハンマ尖頭で鉄の針金を打ちのぱ．

す。

・手で熱くなるのをしらべる。

図３－５－１

（ 割
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結果と評価：折り曲げは，材料の強靭さに応じて，折

り曲げ部に，より強い熱を生ずる。生徒たちは，はだか

の手で，針金を持ちえないことを確認する。

打ちのばしの場合，熱はより小さい。というのは，生

じた熱の一部が台（金しき）に逃げさるからである。

生徒たちは，同様の経過を引きのばし・圧延などの場

合を推論することができる。

３－６ハンマによる材料の組織の変化

課題：ハンマによって材料を加工すれば，材料の組織

に固有の性質（引っぱり強度や最大応力，弾性）をかえ

る歪力が生ずる。多くの加工処理の場合に，ハンマによ

る組織の変化が利用される（たとえば，薄真ちゅう板か．
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破壊されるのでなく変形させられるだけである。だから

変形された材料の固有の性質はよりよくなり，そのほか

に，材料消劉もより少なくてよい。

変形加工のうちで，鍛造は，とくに切断加工のかわり

になりうるので，特別の役わりをもっている。型蝦造

は，とくに経済的である。

目標：生徒たちは，型鍛造による加工は，自由鍛造よ

り，より速やかに加工できることを認識しなくてはなら

ない。

継続時間：４０分

材料と用具：彫塑用ねん土，鍛造用型あるいは木製の

型。

学習過程：実験作業はつぎの段階をふくむ。

・２つの容量の等しい彫塑用ねん土をあたためる（手

の熱で）

・そのひとつを手で形づくる。

・他のひとつを型に入れる。

・ハンマで型を打つ

結果と評価：型でつくられる加工材は，より早く完成

する。その表面は，自由に作られた加工材より，よりよ

く作られる。

評価として，つぎの表がかきこまれる。

表３－７－１

ら重ねばねを製趣作する場合)。

目標：ハンマ打ちされた耕鋼とハンマ打ちされない帯

鋼での実験作業は，変形や破砕までに異った応力性をし

めす。

継続時間：１０分

材料と用具：椛鋼（20×2×200)，万力，ハンマ，金

しき，ばねばかり，ものさし。

学習過程：実験作業はつぎの段階をふくむ。

・万力に帯鋼をはさみ，万力から間隔Ｌのところに，

ばねばかりをかける。

、帯鋼の変形が}ま図３－６－１

じまるまで，ばね

ばかりに荷重を力勘

､ける。

・ばねばかり(こか

けられた力をよみ

とる。

HT四・→

pＦ萱

マ打ちハン

ざｉＬ た部分 烏。 匠

・帯鋼を垂直線にたいして約45°の折り曲げを左右に

破壊するまで行ない，折り曲げ回数をかぞえておく。

・帯鋼の両側を，その表面の変化が明らかに認められ

るまで，ハンマ打ちする。

．それを図3-6一1のように，万力にはさみ，前述と

同じ実験作業をおこなう。

・ハンマ打ちされない帯鋼とハンマ打ちされた帯鋼の

場合について，変形に使われた力の比較および破壊ま

での折り曲げの回数の比較を行なう。

結果と評価：変形に要求される力は，ハンマ打ちのの

ちが，前より大きい。破壊までの折り曲げの回数は減

る。

３－７自由鍛造と型鍛造の経済的比較

課題：これまで一般におこなわれていた切断方法のか

わりに，こんにち，変形加工処理がますます多く利用さ

れてきている。変形加工によって，材料のせんい組織は

黙

鐙綴 型自 由｜自由鍛造｜型鍛造’

燕

1６０

LUd

p2可窯

＊課

作業時間

作業の質・きれ
いさ

型・工具のため
のコスト

鍛造用ハンマの
コスト

労働者の賃金

分

(マルク）

(マルク）

(マルク）

分

(マルク）

(マルク）

(マルク）
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工 業技術教育法

一その原理と実際一

■ ロ ー ロ ロ ロ分＆一｡■＝＝－－－ニータタクタタ ー 』

本諜は，工業技術教育を担当する教師のための参考書

としてかかれたものである。

現在，全国の教員養成の学部や教職課程をおく工学部

では，工業教育法が必要科目としておかれているが，こ

れまで，工業技術教育法についての参考書は皆無といっ

てよい状態であった。そうした意味で，本書の出版は，

嚇矢ともいえるもので，技術教育の教育法の研究審とし

て商い意義をもつものである。

本i鮭の構成は，つぎの12章からなっている。

第１章工業技術教育の歴史

第２章工業技術教育の役割と目標

第３章教育課程の編成

第４章作業分析と指導計画

第５章学習と学習指導の原理

第６章学習指導の実際

第７章プログラム学習

第８章教育用機器

第９章施設・設備の管理

第10章評価と測定

第11章教師とその職務

第12章企業内容教育の諸問題

この椛成から明らかなように，工業教育の歴史から始

まり，工業教育の性格・目的，それにもとづく教育内容

の編成のしかた，学習指導の方法や工業教育の運営など

発売所：産業図書
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について，万遍なくのべられている。本書は工業技術教．

青にたずさわろうとする人たちに，概論的な知識を与え

るテキストとしての役割りをもっている。

これまで，高等学校とくに職業課程の高校の教師は,、

一般的に，教育法には無関心の教師が多かった。いいか・

えると，教育関係図書をほとんど読まない教師が多いと

いわれていた。しかし，ここ数年来，高校への進学率が

高まり，禰校教育が大衆化し，学力に差のある多くの生

徒をかかえるようになり，高校教師も「教育法」にとり

くまざるをえなくなってきている。そのことは，工業喬

校でも例外ではない。本書はそうした「教育法」や「指・

導法」に無関心であった工業高校の教師にとっても，手

ごろな入門譜の役割りを果してくれるだろう。とくにこ

れからの10年間，工業商校の教育のありかたをめぐっ

て，その再編成が予想されるとき，「教育法」や「指導

法」についての教育答に親しまなかった教師は，ぜひ本

番を読み，これを基礎として，これからの工業技術教育

のありかたをさらに深く研究していかなくてはならな

い◎

本譜の構成がテキスト的な性格であり，しかも４名の．

共著となっているため，各章間に統一を欠く面もあるの‘

で，これまで工業技術教育に真剣にとりくんでいる一部．

の教師にとっては，あきたりないかもしれないが，入門；

譜としての意義を評価すべきであろう。（Ｋ）
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技術教育

新しい教材の自主編成(2)………………小池－清

自主教科書試案一電波一・・……･………鹿島泰好

考案設計において

技術的思考を育てる実践と反省……仲道俊哉

製図指導－１年の入門指導の展開……上田唯一

能力差に応じた木材加工の実践

一かざりだなの製作一…………牧島商夫

題材が個人によってちがう授業

一金屈加工学習一……･……･…･福田弘蔵

編
イ 託

◇本号より，新しい教材の自主的編

成として，広島の宮1舟大会で提出さ

れました技術科テキストを，実践的

に再検討しながら，連載していくこ

とになります。現在の教科響が，学

稔宗制嘩に上って画一化され、しか習指導要領と官僚的検定制度によって画一化され，しか

も，２～３の教科襟会社だけの種類となり，技術．家庭

科教育の形骸化がきわだってきているとき，子どもたち

の将来を見とおし，子どもたちに生々とした技術・家庭

科教育を実施していくため，わたしたちの手で，自主的

な実践的な研究にもとづくテキストを作っていくことが

不可欠のことと思いますも

◇このため，連盟研究部では，自主的なテキスト作成

に本格的に取りくむことにしました。したがって，本誌

も，研究部の研究成果を毎号掲載していくことにしまし

た。とくに，来春１月号からは，研究部の本格的な研究

１２月号予告（11月20日発売）

技術史をとりいれた機械学習･……．．…市川嘉雄

比較実験授業……･………………･…･…梅田珠見

電気分野学習過程の展開………………酒井雄一郎

調理学習の実践……･…………………･･淵初恵

食品添加物を調べてみよう．……･…･…坂本典子

工作法の変遷と展望･…………………･･大和良重

教育工学の基礎(8)………………………井上光洋

ドイツ民主共和国の技術教育(5)………清原道寿

製作図集(7)金属加工…･…･……･…編集部

で本誌を充実させることになります。みなさまのご期待

を乞うとともに，みなさまの実践的な研究にもとづくテ

キストなど，ぜひご投稿して下さい。

◇本誌は，みなさまがたの実践的な研究をおよせ下さ

ることを歓迎しています。とくに，日常の授業記録のご

投稿をお待ちしていますｂ毎月原稿の締切り日は，２０日

です。原稲の枚数は，４００字原稿用紙で14～19枚程度で

お願いします。なお，図はトレーシングペーパまたは方

眼紙にかき，原稿に貼り，写真は原稿に貼らないで（折

り目がつかないようにして）お送り下さい。原稿は横が

きにして下さい。ご投稲いただいた原稿は，編集委員会

で検討ののち掲載することになります。なお，掲載の分

には薄謝を呈上します。

◇本誌の直接購読については，１カ年分2040円，また

は半力年分flO20円を振替（東京90631）か現金書留で，

圃十*f営業部宛に申込み下さい。

技術教 青 １１月号 Ｎｏ．２０８◎

5邸

昭和44年11月５日発行

発行者長宗泰造

発行所株式会社国土社

東京都文京区目白台１－１７－６

振替・東京90631電(943)3721

営業所東京都文京区目白台１－１７－６
篭（943）3721～５

定価170円（〒12）１か年2040円

嵯集産業教育研究連盟
，代表後藤豊治

連絡所東京都日黒区上目黒7-1179
電（713）０７１６

直接購読の申込みは国土社営業部の方へお願い
いたします。

〆
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蕃見代教職課程全書
①学校経営学吉本二郎特Ａ5700円

②教育方法佐伯正一祥Ａ5700円

③中等教育原理底岡亮蔵蒋Ａ5700円

④教育行政学(，藤和術特Ａ5750円

⑤教育心理学辰野Wj特Ａ5870円

⑥道徳教育の研究沢川慶輔涛Ａ5850円

⑦社会教育二常徳馬特Ａ5850円

⑧現代教育学原論嫌昭祷Ａ5850円

;講座 箸量 桂Ｉ核藷愛育柾I談

①学校教育相談の基礎就諾酎緩

②学級担任の相談活動躯50円
③校内相談堂の相談活動

④専任相談堂の相談活動

⑤専門機関の相談と利用

老庭育』心、理竺雲関係書

数の発達心理学J･ビｱジﾆ群Ａ５通山啓他訳1,500円

量の発達』C,理学ビｱジﾆ､ｲﾝﾍﾙダー Ａ５滝沢・銀林訳1,500円

判断とl側1の雑心珊学ビｱシﾆ群Ａ５滝沢他訳1,200円

ピアジェの総心理学波多野充満綱Ａ:00円

ピアジェの認識心理学波多野充論調Ａ:80円

ピｱゾｪの児童心理学波多野充治群龍00円

心理学と教育城戸脈太郎群Ａ:00円

教育心理学入門繍溌等｡:00円
テストの心理学〆，w,川不二郎著側繍

才能教育の心理学昼Ｐﾄﾗﾝｽ瀞卿輔

軸

教・育．・曾廼

日本教育史赤堀孝著Ａ5550円

中国現代教育史蕊織諜ハョ"0Ⅲ
西洋教育史概説小林総兄著Ａ5500円

近世中国教育史研究林雄糊Ａ52.000円

図説近代百年の教育府滞術,k郎群A48.000円

日本理科教育小史浦生英男替脚土噛阿

下伊那青年運動史擢縦鰯Ａ５‘００円

近代日本社会教育政策史宮坂広作薪A5L800円

授業Ｗ別：究

明星の授業照井猪一郎綱

学校体育の創造燐Wfi脈究祁滞

理科教育の創造輝熱I研究郁蒋

創造性をのばす劇教育憾鯛研究郡

小学生の英語教育騨鯉綴研究雛籍

実践§言己．，金示

学校づくりの記斎藤祥博著

大利根の子ら中島愈蒋

おとなはi敬だった林友三郎著

番 長 物 語 柏 崎 利 美 藩

I読書指導関係指 書

聞く読書から読む読書へ繍零謙

子どもをみつめる読書指導今村秀夫蒋

本と子ども吉井善三郎他蕃

ご注文は鼓寄りの諜店に／

〈国土社＞
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800P１

Ｂ６
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